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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は、滝川正義議員であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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会議録署名議員には、９番、田原 実議員、１９番、髙澤 公議員を指名いたします。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

発言通告者は１３人でありますが、議事の都合により本日４人、１１日５人、１２日４人を予定

しております。 

一般質問の質問時間は、答弁を除き１人３０分であります。 

所定の時間内に終わるよう質問・答弁とも簡潔に、要領よくお願いいたします。 

また、質問は通告の範囲内にとどめるよう、ご協力をお願いいたします。 

通告順に発言を許します。 

笠原幸江議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 〔１１番 笠原幸江君登壇〕 

○１１番（笠原幸江君） 

おはようございます。清政クラブ、笠原幸江と申します。 

通告書に基づき、一般質問をさせていただきます。 

１、保育料の未収金の現状と無償化について。 

児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第５６条第３項の規定により、市町村で保育料の決定

及び徴収が行われているところですが、最近、全国的に保育料の滞納が増加する傾向にあり、その

理由として保護者の責任感・規範意識の問題などが挙げられています。児童の保育に要する費用は

公費と保護者の負担で賄われているため、保育料の滞納は保育料を納めている保護者との公平性の

問題はもとより、当市の他の予算から補填することなど市民に負担を強いることになります。 

当市では国の基準より低い額で設定するなど、施策として１８歳未満の第三子以降は無料に減免

され、その軽減率は県内トップとなっている状況と報告されています。当市の保育料のあり方につ

いて、以下の項目を伺います。 

(1) 第三子以降無料化の成果はどうか。 

(2) 滞納の現状はどうか。 

(3) 未収金対策はどうか。 

(4) 保育料に含まれている給食材料費の分析はどうか。 

(5) ４歳児・５歳児の給食材料費の無償化はどうか。 

(6) ４歳児・５歳児の保育料の無償化はどうか。 

２、ジオサイト「月不見の池」の現状と今後について。 

月不見の池は、２４ジオサイトの１７番目としてパンフレットに紹介されています。内容は、地

すべりのくぼ地に、湧き水などがたまってできた池で、藤の名所として有名です。この付近の湧き

水はとてもきれいで、飲み水にも使われています。池の周りには巨大な岩が立ち並び、日本庭園の
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ようです。地すべりがつくった自然の風景を楽しめます。 

その月不見の池には駐車場・遊歩道・トイレが完備されていますが、現在は池の水位が安定して

おらず、遊歩道には木々が立ちふさがり、人の立ち寄った形跡がありません。危険な箇所もあるの

がジオのだいご味とお聞きしていますが、早川地域の真ん中に位置し、立地条件のよいジオサイト

です。人々が憩いの場として楽しむには見るに忍びがたい状況となっていることから、今後の対策

を含めて以下の項目について伺います。 

(1) 池は市有地と聞いているが、管理はどうか。 

(2) 湧き水などの池の調査後の対策はどうか。 

(3) 地元住民やジオガイドさんから、改善要望はどうか。 

(4) 今後の対策はどのようになっているか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

笠原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

２番目の１点目につきましては、周辺施設の清掃や遊歩道の補修、なぎ払いなど、地元に管理を

お願いいたしております。 

２点目につきましては、湧き水等の状況を把握する中で、漏水対策等の工事を実施してまいりま

した。 

３点目につきましては、水位低下や水質改善に対する要望をいただいているところであります。 

４点目につきましては、地元等の要望や意見を踏まえて、今後、水量の確保や、また、漏水につ

いて研究をしてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

おはようございます。 

笠原議員の１番目の質問にお答えします。 

１点目につきましては、第三子以上の出産割合が増加しており、少子化対策や、保護者が就労し

やすい環境づくりに寄与していると考えております。 

２点目と３点目につきましては、平成２８年度の保育料収納率は９９％で県平均程度となってお

り、引き続き未収金の収納に取り組んでまいります。 
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４点目につきましては、副食費が保育料に含まれており、主食費は別途負担いただいております。 

５点目と６点目につきましては、国で幼児教育・保育の段階的無償化の動きがありますので、国

の動向を注視しながら検討してまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

２回目の質問に入らせていただきます。 

私は、実はなぜ、こういう質問をしたかと申しますと、当市は、さまざまな施策の目標に、常に、

３０年先も持続可能なまちを目指すと標榜していますが、人口減少の推移で、国立社会保障・人口

減少問題研究所の推計では、当市の２０４０年には、人口は３万２,０００人、さらに２０６０年

には、人口２万３,０００人と推計、当市は急降下をしていることが鮮明になっています。そのた

めに、合計特殊出生率の向上と社会動態の改善が実現すれば、２０６０年には３万６００人という

期待感を持っているようでありますが、私は少子化対策、特に企業誘致による働く場の確保が、こ

の少子化と連動してるのではないかと思っております。喫緊の課題で手を打たなければ、当市の将

来はないと考えています。そこで、今回、思い切った子育て環境の充実が重要と考え、質問させて

いただきました。 

１点目に入ります。１８歳、第三子以降の無料の成果は、増加をしておりますということであり

ますが、目に見えた形で子供がふえているというふうに、私は捉えておりません。 

そこで、その無料化の１８歳、第三子、無料化なんですけども、その保育料の中に給食費を含ん

でいるかどうか。含んでいますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

第三子以降の保育料が無償化ということでございますので、その保育料の中には、給食費が含ま

れておりますので、その保護される世帯の方々につきましては、無償ということになっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

保育料の無料ということなので、当然、給食費も無料ということで理解いたしました。 

２番目、滞納の現状はどうか。先ほど、９９％という高い収納率っていいますか、滞納、大体、

県と同じような感じだということなんですけれども、それでは合併から１０年たちました。どうで

しょう、その滞納の現状は、今、そこの集金業務といいますか、そういうのは誰が、どこの部署が
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やっておるか聞かせてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

滞納の現状につきましては、数十人おられます。金額につきましても、１,０００万円を超える

金額でありますが、担当の業務といたしましては、教育委員会事務局のこども課が主幹をしており

ます。ただ、徴収の一元化ということで、いろいろな市民の方々に負担のある税だとか、ガス・水

道料だとかいろいろなものにつきましては、市民課の納税係と協力しながら、徴収の一元化という

ことで協力を得ながら進めておるところであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

もう一度、聞かせていただきたいんですけど、今、次長が滞納の金額が１,０００万円というお

話をいたしましたが、それは、常に単年度ごとなのか、累計で１,０００万円なのか、そこのとこ

ろをちょっと、もう一度、確認したいんですが。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

金額につきましては、少しアバウトでありましたけれども、これは滞納の繰り越し分も全て含め

て、滞納のある方の金額につきましては、今現在では１,４００万円程度ということでございます。 

内訳につきましては、消滅時効というものもございますので、そういうものも含めれば、約、今

現在は半額ぐらいなのかなということであります。これにつきましても、先ほど申し上げましたよ

うに、徴収一元化、滞納処分の差し押さえも含めて、他の市民課と協力しながら進めているところ

であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

これはあれですか、教育委員会が集金業務を行うというふうに、私は古い人間かもしれませんけ

れども、過去の話をしますと、集金っていうのは教育関係、あるいは教育委員会が１つになった前

は福祉事務所だったんですが、今は、どういうふうな形でこの滞納金を集金したり、督促状あるい

はおうちに行って促すとか、そういうのは誰がやってらっしゃるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

まず最初に、督促業務につきましては、こども課でやっております。また、電話等の相談業務も、

こども課がやっております。 

ただ、先ほど少し触れましたように、徴収の一元化ということで共通の滞納者がおられる場合、

また、事案が少し複雑なような場合につきましては、市民課の応援を得ているということでありま

す。差し押さえ等も市民課のほうでやっていただいておりますので、こども課のほうとしては、児

童手当とかそういった支給等の相殺といいますか、そういう部分については当課でやったりしてお

りますが、具体的に直接相談に乗ったり、徴収の業務に当たるということになりますと、市民課の

ほうがウエートが高いというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

糸魚川市の保育所運営費負担金徴収規則っていうのが、糸魚川市のこれ、扱ってます。この中に

は、こういう名前、この徴収に当たって減免とか納期限だとかそんなのは載ってるんですけれども、

保育料の滞納対策実施要綱というのは、糸魚川市に実際あるものなんでしょうか。私は、この規則

の中にはどこを見ても探しても載ってないので、滞納された人たちのために、こういうしっかりし

た、こういうものあんのかどうか、ちょっと確認したいんですが。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

滞納に係る実施要綱という細かい部分については、当市のこども課では、今、持ち合わせてはお

りません。ただし、その督促状も含めて、今後、やはりホームページも含めて、そういうふうに啓

発をする必要があるというふうには考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

やっぱり教育委員会っていうところで、しっかりとその規則とか、例えば保育料の滞納対策は、

当市はこういうふうにやってますよとか、それをはっきり打ち出さないで、市民課の納税係とのと

ころに回すっていうのは、ちょっといかがなものかと思うんですよね。ちょっとあれが違うと思う

んですよね。集合税とまたちょっと違うので、教育委員会がやらなければ、あれもこれもみんな一

緒くたっていうのは、余りよくないですよね。いろんな事例もあるし、ご家庭の状況を見なければ

いけないし、だから、こういうこの保育料の滞納対策実施要綱、これをしっかりとこの中に埋める
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とか、規則つくるとかこれ進めていただきたい。今後のこともありますので、いかがなものでしょ

うか。それ、やっていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

議員おっしゃられるとおりでありまして、子供の教育に係ると、保育に係るということでありま

すので、さまざまなご家庭があると思われます。確かに納付の公平性というものもあるわけであり

ますけども、徴収によって家計に与える影響、また、子供に与える影響も鑑みてやらなければなら

ないということは、大変重要なことだと思っておりますので、市民課と協力をする中でも、そうい

う点についても十分注意して進めたいと思っておりますので、議員言われるようなルールをつくっ

てまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

すみません、また確認です。やりますか、やりませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

早急にやらせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

基本となるものをしっかりとつくっておかないと、みんな無責任にあっち回したりこっち回した

りするっていうのも、余りよくない傾向なのでやっていただくということで、大変うれしく思って

おりますが、それで例えば、滞納がこれ何年とか、ちょっと３番の未収金対策のところもちょっと

含みますが、地方税法では滞納処分を執行停止３年継続しという文言が挙がっております。例えば、

この場合だと保育料が滞納して何年間過ぎると消滅するのか、そういうものはあるんでしょうか。

それもちょっと確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 
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保育料につきましては、５年が消滅時効の期限であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

そうしますと、いつごろからこういう状態が滞納、あるいは未収金対策ができてない、５年って

いうことになりますと、私の頭の中では少し整理ができないんですけども、その滞納５年過ぎたも

のの処理はどうなさっているもんなんでしょうか。５年過ぎてまだ滞納が続く、あるいは未収金が

できない場合の処理は、行政としてどういう上げ方をして決算をしていくのか聞かせてください。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

基本的には、消滅時効の中で時効を迎えることがないように、その家庭の経済状況、また、子供

さんの状況、いろんなことを勘案しながら、納税相談といいますか納付の相談をするわけでありま

すけども、やはり基本的には、その納付能力があるということならば分納なりをして、消滅時効の

停止をできるような方策がとられるということでありますので、全てが全てそういくわけではあり

ませんけれども、その中でやはり無理なところにつきましては欠損という場合があるというふうに、

欠損処理もしなければならないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

私、ネットでちょっと調べさせてもらったら、やはりこの５年っていうのが、当市にはそういう

ことはないという、全国的なことだというふうにして捉えてるんですが、それを悪用する人たちが

出てきて困っているんだという、ネット上の話なんですが、この５年間、これを過ぎればもういい

んだっていう考え方をしてしまうと、これは危険なことですね。やっぱり税は公平、あるいはそう

いうものはきっちり払っていかなければいけません。それから、どうしてもお払いできない方は、

しっかりとご相談なさって、減免を受けるとかさまざま、これからは特に、私も冒頭申しました、

企業誘致していただきたいんで、働く場所がなければ、若い人たち勤める場所なくなってしまう。

ある日、突然、就職できなくなるという現状が、これは糸魚川にかかわらず全国的にそういうもの

が出てくると、私は将来的には思っております。そうなったときに、最初はよかったんだけど途中

で就職、あるいはできなくなった場合のこともしっかりと対応の中に入れていかなければならない、

そういうふうにして考えてるんですが、毎年、滞納繰越金が平成２５年度・２６年度・２７年度・

２８年度というふうにして、繰越金だけは出てるんだけど、その欠損金としての処理、これはその

５年過ぎて、過ぎたものは、じゃ、今までやってきてたもんなんですが、私すみません、この問題

を捉えてから一生懸命書物を開いて見てましたけれども、その欠損処理っていうのは単年度ごとに

やらなきゃいけないと私は思うんですけど、やっておられましたんでしょうか。この場所で聞くの
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も何かおこがましいんですが、よろしくお願いします。確認して。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

なるべく分納なり、消滅時効の延長ができるようにっていうのは、本来の業務でありますけれど

も、財産がない、またいろいろな家庭環境の中で一定の収入がないと、分納も不可能であるという

ことにつきましては、所定の手続を踏んで欠損ということ、不納欠損ということになるわけであり

ますが、不納欠損の処理につきましては、毎年度やっていなかったというのが現状でありますので、

平成２９年度について、その欠損について、前に進めてまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

ちょっと、次長、大丈夫ですか。やってなかったって言いましたよね。大丈夫ですか。やってな

かったんですか。 

すみません、もう一度、確認させてください。やってなかったんですか、やってたんですか、ど

ちらですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

欠損の処理については、やっていなかったということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

職務怠慢としか言いようがない。今までやってなかったっていうことは、これ誰が、責任という

言葉は使いたくないけども、どうしてやってなかったのか、その理由を聞かせてください。どうし

てできなかったのか、聞かせていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

非常に古いものも確かにございますので、そういう方々の財産の調査等々についても、時間がも

う既にたっておりましたので、そういう部分について、しっかり整理がなされていなかったという
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ことで反省をしておりますが、なぜかと言われるとなかなか答弁しにくいわけでありますが、早急

にその手続を踏むようにやっている最中でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

先ほども申しました、滞納対策実施要綱には保育料の督促状、あるいは保育料の相談実施の通知、

それからさまざまな差し押さえ予告通知、保育料の納付相談最終日実施、細かいものが全国的には

やっているところもあります。だから、糸魚川市がやってなかったこと自身が、今までやってなか

ったこと自身が、こういうルールに基づいて、手続に基づいてやれなかったということは、とって

も、ちょっと私としては、宣誓書までこの市町村はつくってまでやってるんですよ。だから、しっ

かりとそういうものを当市でも、合併１０年過ぎたんです。市長いかがですか、しっかりと佐々木

次長もやってくださるということだったんですが、これは大事なことなので、市長の口からもう一

度、答弁をお願いしたいんですけどいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

手続のおくれというものもあったんではないのかなと思っておりますし、また、その辺のやはり

５年過ぎているものについては、早急にこの不納欠損というような形をつくっていかなくてはいけ

ないと思っておりますので、その辺の調査をしながら対応していきたいと思いますので、本当に不

手際という形なのか、もう１回、しっかりと調査をしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

４番目の保育料に含まれている、給食材料費のことをお伺いいたします。 

給食材料費、先ほど金額を教えていただけなかったんですが、ざっくりでよろしいんですが、例

えば私、今、５番と６番に４歳児・５歳児のことを質問しておりますので、４歳児・５歳児と捉え

てみると、給食費、主食費はおおむね幾らなのか。１日というよりも年間でもいいです、副食費は

大体、年間どれぐらい、その保育料の中に含まれているか、金額ちょっとわかってたら教えていた

だきたいんですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 
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給食の食材費ということでございますので、４歳児・５歳児、３歳以上を２号認定ということで

ございますので、押しなべて平均すれば、月額４,６００円でございます。主食費につきましては、

月額平均すると４９０円ということでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

４,６００円副食費で、主食費は４９０円。これ、合わせると５,０９０円、掛ける１２カ月。

１２カ月もあるかどうかわかりませんけど、約６万１,０００円ぐらいになりますよね。 

それでは、５番目のところに入りますが、もしこれ約６万１,０００円を４歳児・５歳児給食費、

無償にしたらいかがでしょうか。唐突で申しわけありませんが、糸魚川市の将来、子供たちのため

に、全市どこでも、市立であろうが私立であろうが、どこのあれでも、子供たちは全部給食費を無

償化にするということは可能でしょうか。そういう試算はしたことはありますか。私は、ぜひ、こ

ういう不公平感、あるいは１８歳までは３歳児は無償であるとか、２番目の子供は２分の１だとか

そういうことじゃなくて、給食費を全部無償にしたらどうですかというのは、本来、ゼロ歳児から

希望なんですけれども、４歳児・５歳児、これから小学校に移行していく子供たち、その子供たち

のために、糸魚川市に住んでいる４歳児・５歳児、保育園・私立幼稚園さまざまなところ全部無償

化。この試算、やられてみてはいかがでしょうか。やっていただきたいんですけど、いかがでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

何とかして保護者の負担、経済的な支援をなさりたいというお気持ちは、十分承知をいたしてお

ります。今、年間約６万円程度と、４歳児・５歳児だと５５０人程度でしょうか、それ全部という

ことになると約３,３００万円。これ公立と私立も入れてでございます。そうなってくると、非常

に計算がちょっと複雑になるのかなというふうに考えておりますが、ざっくり言ってそれぐらいの

金額が減額されると、ゼロ円にすればされるということになります。 

市といたしまして、その経済的な負担の軽減っていうのは、保育の保護者の方々の支援には、第

一義的に大変、有効であるというふうに考えております。先ほど議員言われましたように、いろん

な方策があると思いますので、そのうちの１つというふうに考えてまいりたいというふうに思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 
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だって、滞納してお金払わない方もいらっしゃるわけだよね。だから、それを延々と脈々とその

処理をしてこなかった。その金額からみると、今先ほど３,３００万円、年間。これ、捻出は私は

できると思ってるんですよね。 

市は、よく補助金の見直しをやるやると言って、たくさんある補助金、この補助金の見直しを、

ぜひやっていただきたい。ずっと行政改革で言ってきました。やっておりません。子供たちの未来

のために、ぜひ、給食費を無料化するために、補助金あるいは負担金をいただいてる人で、少し我

慢してくださいねということを、ぜひ、こういうことを捉えてやっていただきたいんですけど、い

かがですか、教育長。糸魚川市の子供たちは、糸魚川市の将来、宝物なんですよね。０歳児から

１８歳、子ども一貫教育方針、あれ基本方針の中をうたって、全国的にもよく視察がおいでになる

と聞いております。思い切った施策をやらないと、子供を守っていけませんけども、私の考えは、

そういうふうに思っておりますが、教育長、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

今ほど、笠原議員から保育料のうちの給食費の減免・無償化についてのご要望がありました。 

保育料の軽減につきましては、子育て環境の充実とあわせて、人口減少としての少子化対策の一

環として、糸魚川市が国より先行した形で進めているものであります。どこの無償化、あるいは軽

減をすれば効果があるかということを検証しながら、今後についても考えてまいりますし、その場

合においては、給食費だけということではなくて、全体の中で考えてまいりたいと思っております。 

そのためには、今ほど、金額的なものもお示しをしましたけども、財源というものが必要であり

ます。その財源をどこから集めてくるのかというところが、例えば行政改革であり、補助金の削減

であり、集めてくるわけですけども、これは糸魚川市だけではなくて、国全体で考えて制度化を、

改正を、改善をしていかなければいけないところであります。国が、幼児保育の無償化を検討して

いるところも、やはりその財源のところで少し公約どおりにできないと、方針どおりにできないと

いうところで苦慮しているところでありますので、そういうところを全体的に国の動向も考えなが

ら、市としてできる施策を考えてまいりたいと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

今、国も、子供たちのために無償化っていうのは、なかなか前へ進まないのが現状でありますが、

例えば他市において、県内ではありませんが、他県でありますが、１２万人の人口で小学校１年生

から６年生まで、給食費の無償化をやっておるところがあります。そこは若い世代、要するに一般

的にいう生産年齢人口です。若い世代が増加して、それでもまだ、歯どめがかからないからという

ことで、ほかの施策もやっておりますが、現に１年生、小学校の１年生から、１２万人の人口です

よ。そこで１年生から６年生までのお子様の無償化をしているんですよ、給食費の。私は今、４歳
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児・５歳児、５５０人って佐々木次長がおっしゃいました。５５０人の子供たちの無償化、他市・

他県でもやっております、徐々に出てきております。中には、保育料を無償化にしてるところあり

ます。逆に、給食費をいただいているところもあります。やり方さまざまなんですが、ぜひ一緒に、

今、考えていただくということだったんですが、６番目の４歳児・５歳児の保育料の無償化もあわ

せて、やっていただければありがたいんですけど、いかがでしょうか。 

私は、給食費をまず無償化にすること。もし、それがだめだったら、給食材料費をいただいて、

今の保育料から給食材料費を引いた金額を保育料として、保育料の無償化。これは、１年で１億円

からのお金が、大体２億円ぐらいかかりますので、その金額を４歳児・５歳児、保育料の無償化す

ると、私の計算の中では、大体それぐらいかかることになってます。それもあわせて、これから糸

魚川市の３０年、市長がよく申します３０年先も持続可能な、人口が減っては持続ができません。

まず、この子供たちを優先していただきたいんですが、それもあわせていかがでしょうか。研究材

料と言いましょうか、検討材料と言いましょうか、できますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

小学校の給食費の無償化については、今ほどお話のありましたように、全国の中では、無償化に

してるところがございます。まだ県内では、それほど積極的に進めているところはございません。

６月の一般質問にもお答えしましたように、給食費の食材費については、保護者負担、あるいは受

給者の負担という原則もあります。また、公平性というところもありますので、今まだ、研究はし

ておるところではございませんが、すぐに導入するという状況ではございません。 

また、４歳児・５歳児についても、全国の先進的なところ、これはいろいろな課題はありますが、

財源が裕福なところについては、既に取り組んでいるというのを、私もネット上では拝見をさせて

いただいております。 

先ほどの給食費、また４歳児・５歳児、どこを軽減をすれば財政的な、財源の確保もしながら、

どこを軽減すれば効果があるのかというのを、全体的な中で検討してまいりたいと思っております。

また、その中においては、国の動向等もよく注視をしながら、糸魚川市の施策を進めてまいりたい

と思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

教育長、そういうときははっきり物申すんですよね。やるかやらない、だったら滞納金の何年も、

まだ処理してなかったっていうのは、そっちのほうが、先、優先にやらなければいけない案件じゃ、

最優先ではないでしょうかね。 

こんなにたくさんある補助金制度、一度、見直してくださいよ。必ず浮いてきますから、お金が。
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すぐ、財源がないって、市民の方にも皆さんおっしゃいますけれども、財源をどういうふうにして

捻出するか、これをみんなで考えて、子供たちのために何とか出しましょうよって、みんな各課・

全庁挙げてやっていただかないと、教育委員会だけではできないんです。いかがですか、皆さん、

全庁やらなきゃいけないんですよ、なんか知らない顔してこっちは、私こっちばっかり見てるけど、

こちらの課の方たちも、いかがですか。企画財政課長、ごめんなさいね、いかがですか。やれるん

ですよね。だって、やるやるって、前から行政改革で言ってきたんだもの。できませんでしょうか、

一緒に考えましょうよ、教育委員会だけに任せないで。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

おはようございます。 

補助金の改革についても、全くやってないわけではありません。予算査定の中で基準を定める中

で、ヒアリングして見直しのほうは進めております。 

それと、やはり先ほどからの議論を聞いてると、保育料の無償化とか給食費の無償化っていうこ

とが目的になってるような気がします。やはり、笠原議員と同じで、私も人口減少をいかにとめる

かっていうのは、非常に重要なことだというふうに思っております。そういう中で１つの方法とし

て、確かに保育料の無償化っていうのもあります。ただ、それが５歳児・６歳児の無償化がいいの

か、２番目以降の無償化がいいのかっていうのは、やはり慎重な検討が要るものと思ってます。 

それと、もう１つはやはり、こういう制度っていうのは、一度、導入すると成果が出なくても簡

単にはやめられないっていう、そういう危険性もありますので、国も、でも、今そういう方向で動

いてますので、そういったものをしっかり情報収集する中で、当市にとって、何が人口減少対策に

とっていい制度になるのか、そういう点で検討しなきゃいけないと思ってますし、国勢調査の人口

の結果も、もうじき詳細がわかると思いますので、そういう中でまた、人口ビジョンの見直しとい

うのも出てこようかと思っておりますので、また、検討については進めていきたいと思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

期待しておりますので、よろしくお願いします。期待感を１００％、皆様に託しますのでお願い

します。 

検討っていうのは、私、余りこの議場で検討、嫌なんですよね。でも、先ほど検討、ちょっと詰

まらせて、進めていきたいという企画財政課長のお言葉があったので、２番目のジオサイトのほう

へ行きたいと思います。 

月不見の池です。月不見の池、市有地なんですけれども、これは公園としてみなしているのか、

糸魚川市の都市公園条例の中に該当するのか聞かせてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

該当しておりません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

これ、月不見の池の写真です。これ、水がないときのお写真。５月の藤まつりのときもそうでし

た。私、７月２２日にも行きました。全くお水がないんです。皆さんもご存じだと思います。建設

課の皆さんは行ってらっしゃる、あるいは交流観光課の皆さんも行ってらっしゃると思いますが、

これがないとき。 

これは、１カ月後の水のあるときです。違いますよね。水の色がまず違う。 

それから冒頭にも申しました。あの水は、今現在、湧き水でもっているもんなんでしょうか、聞

かせてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

月不見の池は、地すべり地域でありまして、上にある大滝から見滝、高谷根、そして月不見の池

が、ほぼ最終の位置ということで、この地域の水が集まってきて、ここの池の水がたまってくると

いう状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

集まってきて、月不見の池になるということは、ジオサイトのパンフレットに載っている「湧き

水などがたまってできた池」とあります。湧き水は、今、ないんですか。その、たまってできたも

のを湧き水と言ってるんですか。それはどうなんですか。 

水は、湧き水はとてもきれいで、飲み水にも使われていますって、今、現状どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

今、先ほど申し上げました地域の中で、地すべり地域の中は２層構造になっておりまして、その
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２層構造の１層目と２層目の間に粘土層があります。その粘土層に従って、地下水が集まってきて、

湧き水として月不見の池にたまってきているという状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

ちょっと、じゃ、このパンフレットとはほど遠い現状ですよね。これを、皆さん見ながら月不見

の池、おいでになるんですけど、皆さん、汚いと言っております。 

それから、あのコイは、誰が管理してらっしゃるんですか。池のコイは、どなたが管理してらっ

しゃるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

現地に行きますと、コイをとらないでくださいといったような看板がございますけども、基本的

には管理等はしている状態ではなくて、そこにコイがいるといった状況になっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

湧き水の、いわゆる漏水、冒頭、漏水等でということなんですが、さまざまなデータを皆さんか

らいただいたら、その漏水、平成２年から１２年まで、さまざまな手当はしてるんですけれども、

いまだにとまってないんですね。これを、池は市のものだけども、地元に管理をお願いしているっ

ていうのは、どういうところをその地元に管理をしていただいてらっしゃる、地元に投げっ放しな

のか、そこをちょっと確認させていただけませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

委託契約という形で、地元に管理をお願いをしております。 

１つが、施設維持管理ということで、トイレとか、あるいは遊歩道のなぎ払いを早川観光協会、

植栽管理ということで出区、それから用水、水を供給するということで出農家組合、さらに猪口用

水組合といったところにお願いをしているということでありまして、全て丸投げといった形ではな

くて、地元と一緒になって、この月不見の池の環境保全をしていこうといった取り組みを進めてい

るところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

複合的に皆さんにお願いしているものはわかりました。じゃ、池はどうするの。池は誰が管理す

るの。池は誰が管理してるんですか。池は市のものなんですよね。池は誰が管理をする。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えいたします。 

議員からもお話ありましたように、さまざま漏水対策をしてまいっております。基本的には糸魚

川市が管理をする中で、環境の中は地元の皆さんと一緒になってということですが、大きな工事等

につきましては、糸魚川市が施工をしているといったことであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

地元の人たちと、池についても協議をしているということなんで、糸魚川市はどうしたいんです

か。糸魚川市としては、あの池をどういうふうにして、水が、言葉は汚いですけども、時によって

は、こういうふうにして、だんだん水がなくなってきたときに、何か汚くてどぶ池だって言う人も

いるし、沼地だって言う人もいるし、ジオサイトにして宣伝するような、あのきれいな湧き水って

いうのはイメージがない。でも、８月２２日に行ったときにはお水がたくさんで、聞いたら、雨が

降ったからだという、天任せのようなお池なんですけども、市としてはどうしたいわけですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

市といたしましては、ジオサイトの１つとして、やはり位置づけをして進めてまいっております。

これにはやはり、月不見の池の歴史等もございます。地元の皆様方の、やはり熱い熱意もございま

して、また、我々といたしましても、今、ジオパーク活動の中でもそういった形で取り組んでおり

ます。 

以前から、やはり月不見の池、本当に漏水対策、本当に悩んでおります。コンサルかけても、や

ってきたわけでありますが、しかし現状としてはそのような状況でございまして、私といたしまし

ても、やはり水がなくていいということではございません。非常に水が抜けて困って、いろんな苦

肉の策で、いろんなことをやってきておるわけでありますが、現状は今のとおりでございまして、

そういったものを本当にどのようにすればいいのか、全部コンクリでつくってしまえばいいのか、

それは以前でも論議をした部分でございますが、なかなかそこに至らなかったというのも、私も旧

糸魚川市の中で経験をさせていただいております。その辺は、非常に難しい状況でございます。
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我々は、本当に今、どうすればいいのかと、今、一番悩んでおる、やはり漏水対策だと思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

確かに、旧糸魚川市の時代から複合的な要素が絡み合って、お水がなくなってきてるっていうの

は、私も地元の方にお聞きしております。あっちをいじったり、こっちをいじったりできないのが、

今の状態だということもお聞きしております。でも、何とかしたいんだっていうのもお聞きしてま

す。 

しかし、今まででも平成２年から平成１２年の間でも、今、市長おっしゃったように、いろんな

手を加えたりしてきておりますが、とまるところがなく、ただジオサイトの１７番目ということで、

大変、今、私は小滝のヒスイ峡と同様、ジオパークとしては、あそこが一番アクセスがいいし、駐

車場も広いし、常にあそこを利用していただきたいんですけれども、今の状態では、行った人がと

ても残念がって帰るという光景をお聞きしております。 

ただ、自然が豊かで緑がきれいで、鳥の声を聞いたりとか、季節折々のロケーションができるっ

ていうことでよかったんですが、やはり藤まつりのときに、池の水を何とかしていただきたいって

いうのが希望としてあるんですが、これ、調査とか研究とかそういうのは進めるつもりはないでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

以前からやはり、調査をかけていて今の現状であります。たしか、私もちょっと正確ではないか

もしれませんが、少ない金額でなかったと思っております、調査自体が。もう１,０００万円を超

える調査費の中で、そういう現状になっておるのも現状でございまして、我々といたしましては、

本当にどうすればいいのか、非常にこの今の現状で、私はいいと思っていないんですが、これをど

のようにすればいいのか、非常に研究をしていきたいと、先ほど１回目のご答弁をさせていただき

ましたが、今の状況ではそういうような状況で、今、対応しておる状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

私も、昔のことを言っちゃうと、あなた古いねって言われる。でも、あそこは野鳥の保護区、あ

るいは植物の保護区となっているということをお聞きしてるんで、調査する中でお聞きしたんです

が、そのとおりでよろしいでしょうか、確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

現地に看板もございますが、鳥獣保護区に指定されておりますし、新潟県の森林浴の森、あるい

は新潟景勝地といったような指定、数多くの指定を受けているということで、県内でも非常に重要

な観光スポットであるというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

それでは、もう時間もなくなってきてるんですけども、ガイドさん、旗持って案内されて、観光

客の方お連れしております。ガイドさんのほうから、何か要望出てますか。こうしてほしいとか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

ガイドの会としてお聞きしてるのは、ちょっと汚れてるねと、いわゆる水質が前より透明度が低

いねということをお聞きして、何とかならないのかなといったご要望をお受けしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

それに対して、ガイドさんにフィードバックしてますか。汚れてるねって、いや実はねって。今、

市としても市長がおっしゃった、将来的には何とかしたいんだと。でも今、ちょっと困ってるんだ

という話とか、ただ、聞きっ放しじゃなくてフィードバック。というのは、ガイドさんは一石なん

ですよ、あそこガイドさんが。もちろん地元の小学校の子供たちも、あそこでお勉強会したりとか、

ジオのお勉強するのに出かけたりとかすることも可能なわけですから、やはりそういう要望がある

んだったら、今、中間でもいいですから、中間報告としてお話ししてあげないと困るんじゃないで

すか。この次また、どなたか連れていったとき、実はこういうわけでねっていうお話もできるし、

今、困ってるんですよっていう話もできるし、そこで前へ進んでいくことも可能なので、してます

か。フィードバックさせてますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 
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今、ご指摘の部分が、若干、十分でなかったかなといったことで、反省をしているとこでもあり

ますが、そこで今、下早川の自治振興協議会の皆さんと、なぜ、こういうような状況になって、そ

れに対して一緒になって、こういう対応をしてきたといったような資料を作成しました。これをま

た、地元の皆さん、そして今、ご指摘のガイドの皆さんにフィードバックする中で、みんなで一緒

に考えながら、この月不見の池をよりよくしていきたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

自治振興協議会の皆さんは、一生懸命、やってらっしゃいます。あそこは、上早川観光協会、花

火もやってるし、藤まつりも盛大にやってるし、観光協会の皆さんも、皆さんそれぞれ大勢の方が

かかわってます。私、当然ですよ、その自治振興協議会の皆さんにも、しっかりとフィードバック

しなきゃいけないし、草刈りもやってらっしゃるんですよ、地域の人たちが年３回。 

私に言わせると、一番大事なその時期に、もう少し手入れが行き届いてたらいいなっていうのが、

藤まつりです。そのときに観光客がたくさん来るので、そこのところがもう少し遊歩道とか立木だ

とか、そういうものがしっかりなされるといいなというのは希望的です。それもまた、お話の中に

入れてあげてください。一生懸命やってます。朝５時から起きてくさぐさ、もうやってますよ。一

生懸命やってらっしゃるんで、ただ、観光ガイドさんのほうにも、ジオガイドさんのほうにもフィ

ードバックは必ずしてあげていただきたいと思っております。 

それから、先ほども申しました、４０年間のデータっていうのは月不見の池、たくさん持ってる

と思いますので、その管理をしっかりと、池も含めて歴史をデータとして残していただきたいんで

すけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

ことし５月１日の池開きのときには、比較的、水が少ない状況でした。これはなぜかというと、

累計の積雪量が非常に少なかったということで、議員ご指摘のとおり、まさに雨量・積雪量と池の

水位というのは完全に相関関係があります。そういったことを含めまして、今までの歴史を４０年、

あるいはわかる範囲の中で記すことによって、いずれにしましても分析をしながら、月不見の池の

今後について、地元の皆さんと一緒になって考えていきたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○１１番（笠原幸江君） 

ありがとうございました。 

それで、もしこのパンフレットを改訂するようであれば、この文言を少し訂正されたらいいと思
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うんですね。今、困ってらっしゃる。これは、常に湧き水がいっぱいたぷたぷと、いつ行ってもき

れいなような表現されてます。渇水期にはお水がないんですよということも、この文言の中に入れ

てください、誤解されないように。行かれた方が、ああ、今はお水のない時期なんだなと。いや、

今回はお水がたくさんある時期なんだなというふうにして、この中の文言を少し訂正していただき

たいんですけど、これ要望です。それをお願いします。 

以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、笠原議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

暫時休憩します。再開を１１時１０分といたします。 

 

〈午前１０時５９分 休憩〉 

 

〈午前１１時１０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、田中立一議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 〔１５番 田中立一君登壇〕 

○１５番（田中立一君） 

市民ネット２１、田中立一であります。 

発言通告に基づいて、第１回目の質問をさせていただきます。 

１、大雨・洪水災害の対応について。 

６月３０日夜から強く降り続いた雨は、翌７月１日午後になっても勢いがとまらず、糸魚川で

２４時間雨量が２３０ミリを観測。能生地区でも１日午後３時までに２２３ミリを観測し、

１９８５年の７月８日以来、３２年ぶりに記録を更新、観測史上最大の降雨量となりました。 

この記録的大雨により、市内各所には土砂崩れや道路・田畑の冠水など、多くの被害が発生いた

しましたが、特に増水した能生川の堤防は、大王地区能生川右岸と、小見地区能生川左岸の護岸

２カ所が大きく崩れ、能生地区９４９世帯・２,５３６人、西能生地区８７世帯・２４１人、計

１,０３６世帯・２,７７７人を対象に避難勧告が発令されました。 

夜を徹しての懸命な仮復旧作業が行われ、その応急工事が完了する４日朝まで、避難勧告は継続

されました。指定された避難場所は、能生小学校と海洋高校の２カ所。翌２日には、午後から能生

生涯学習センターに移りました。幸い市民には、大きな人的・建物被害は見られませんでしたけれ

ども、その後も洪水や土砂災害が発生する大雨が県内各地で見られることから、今回の能生川堤防

決壊と避難勧告について、どのように検証し、今後に備えるか、市の考えを伺います。 

(1) 避難勧告について。 
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① 避難勧告の判断基準と避難場所の決定、避難情報の伝達方法について。 

② 要配慮者やその関連施設への情報伝達、避難対応について。 

(2) 河川の整備について。 

① なぜ、この２カ所が８０メートルも崩れたのか。その主な原因についてどう捉えている

かを伺います。 

② 能生川の河床に堆積した大量の土砂について、市は今回の崩落との関係をどのように捉

えているか。また、県への土砂撤去の働きかけはいかがでしょうか。 

③ 能生川各支川の整備予定はいかがでしょうか。 

④ １９６７年に防災ダムとして建設された西飛山ダムの現在の機能と管理はいかがでしょ

うか。 

(3) 洪水ハザードマップ、タイムラインの見直しや策定について。 

２、相馬御風と校歌について。 

校歌にはその地域の歴史・文化があり、母校への思いとともに、そのとき歌われるだけではなく、

何年たっても歌い継がれるもので、心の中に生き続けるものであります。また、校歌誕生のドラマ

を後世に伝えようと頑張っている地域もあります。 

校歌誕生のドラマについて、私が聞いた１つの例を紹介させていただきます。 

愛知県にある足助中学校の校歌は、作詞が相馬御風、作曲が山田幸作。当時の足助中学校の先生

が、生徒のために日本一の校歌をつくろうと奔走した物語があります。その模様が、矢作新報とい

う地方紙に１０年ほど前に掲載をされております。 

その１０年ほど前になりますけれども、たまたまその記事を書いた、足助中学のＯＢという方と

知り合って聞いた話であります。その先生、高橋先生は、生徒たちのために最高の校歌をつくりた

いと思い、作詞を相馬御風、作曲を山田幸作に白羽の矢を立てて、何度も糸魚川の御風宅に、断ら

れても足を運び作詞を頼みました。また、校歌制作の費用は約４万５,０００円、現在で約

２００万円だそうですが、それをつくるために、毎日、授業を終えてから生徒と山へ行き、まきを

運び出す作業を行って捻出したそうであります。この校歌誕生の物語から、足助中では今でも校歌

を誇りに思い、その誇りを受け継ぎ、守り伝えているというエピソードがあります。 

もう１つ、校歌にまつわる話を紹介させていただきますが、やはり１０年近く前に、私は早稲田

大学の男声合唱団グリークラブを招聘し、市民会館でコンサートを企画したことがございます。 

グリークラブはご存じのように、早稲田の校歌「都の西北」を歌うためにつくられた合唱団と言

われ、長い歴史と伝統を誇り、当時そのころ、ちょうどクラブ設立１００周年の記念行事が多く行

われており、ヨーロッパツアーや、小田和正をゲストに記念演奏会を行ったりしていたころであり

ました。 

このとき、糸魚川に来られて演奏会前に、作詞者である相馬御風の宅へ行き、御風に敬意を払っ

て、御風宅の前に整列をして都の西北を歌いました。地域の人やＯＢの稲門会の皆さんや、御風会

の皆さんも大勢集まっていただいて喜んで、また感動をしたものであります。 

今回、自分がかかわり知った校歌のエピソードについて２点、紹介させていただきましたけれど

も、校歌というものには、さきにも述べましたように人それぞれに思いがあり、歴史や伝統となり

文化つくっております。既に廃校となった学校もありますが、卒業した人、その地域に住んでいた



 

－ 68 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

人などの心に深く残っております。糸魚川市が生んだ文人、相馬御風は全国各地、数多くの校歌の

制作を手がけ親しまれておりますが、少子化による学校の統廃合により、歌われる機会が減ること

も懸念されることから、その業績の保存と活用について伺います。 

(1) ２００以上の相馬御風が作詞した校歌について、全て音源があるか。または音源をとる考

えはあるか。 

(2) 統廃合された学校の校歌の額はどのように保存されているか。そのうち、相馬御風の作詞

した校歌は何校か。 

(3) 相馬御風が作詞した校歌の楽譜は全て保存をしているか。 

(4) 学校の映像を見ながら校歌を流す動画の作成はいかがでしょうか。 

３、次期ごみ処理施設について。 

３月の予算審査特別委員会において、次期ごみ処理施設の整備事業及び運転管理委託事業につい

て、市の財政、人口減少を考慮し、予算額を抑える努力をすることと集約をいたしました。 

８月２１日の市民厚生常任委員会で示された建設費は５４億円、ＤＢＯ方式による運営費を含め

ると１２７億８,０００万円での落札となったことにより、当初より減額にはなりましたが、他の

自治体と比べ高額との意見も出されております。人口減少や市の財政からも高額に見えるがいかが

でしょうか。 

また、１者入札でありますが、２者以上の入札により競争性を高め、価格を抑える考えはいかが

でしょうか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

田中議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、堤防決壊のおそれがあると判断し、洪水ハザードマッ

プ水害予測図によりまして、避難区域と避難情報を設定し、防災行政無線、安心メール等により、

直ちに市民への周知を行ったものであります。 

２つ目につきましては、該当施設に連絡をし、避難を促しております。 

また、要配慮者については、市職員が各家庭を訪問し確認をいたしております。 

２点目の１つ目につきましては、当日の能生地域の２４時間雨量が、観測史上第１位となる局地

的な豪雨が原因と考えております。 

２つ目につきましては、河床の土砂堆積が直接の原因とは考えておりませんが、毎年、堆積土砂

の撤去、河床整理を県へ要望いたしております。 

３つ目につきましては、砂防指定河川、地すべり防止区域内の河川は、県が管理をいたしており

ます。 

４つ目につきましては、一時的降水調整機能も有しており、県が管理をいたしております。 

３点目につきましては、ハザードマップの見直しは、国・県の想定見直しと合わせて計画をして

まいります。 
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また、災害対応タイムラインによりまして、迅速な対応を図ってまいります。 

２番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

３番目につきましては、予定価格は、環境省の入札の手引きに基づき算定をいたしたものであり

ます。 

また、本事業につきましては、総合評価方式による制限つき一般競争入札で、価格以外の非価格

要素についても審査をし、８９.３％で落札をされており、適正な入札と考えております。 

なお、一般競争入札制度においては、公募条件に該当する者が複数いる場合においては、競争性

が担保されていることから、１者入札が認められているところであります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

田中議員の２番目の質問にお答えします。 

１点目につきましては、歴史民俗資料館で約２０校分の録音データを保存しており、御風作詞の

曲が歌われるイベントでの収録や、ホームページによる募集など収集に努めております。 

２点目につきましては、歴史民俗資料館や地元の公民館で保管しており、そのうち御風作詞の校

歌額は９校あります。 

３点目につきましては、約１００校分の楽譜を歴史民俗資料館で保存しております。 

４点目につきましては、現在、作成する計画はありませんが、学校の記念事業などで校歌入りの

動画を作成することがありますので、提供をいただくなど収集に努めてまいります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

大雨・洪水災害の対応で、避難勧告についてでありますけれども、７月１日土曜日でしたけれど

も、市職員や消防署、消防団の皆さん、雨の中一生懸命、崩れた箇所、冠水した道路、溢水した河

川への対応、見守りに当たっておられたところを、私も各所で拝見し、大変ご苦労さまでありまし

た。 

避難所においては、職員の方のみならず、避難場所に充てられた学校の校長先生など関係各位が

大勢の避難された方への対応にも当たっておられました。非常にご苦労さまでした。 
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その一方で、２,７７７人もの多くの住民を対象にした今回の避難勧告は、合併後、初めて発令

したこともあり、各行政区のリーダーである区長さん方初め、多くの市民の方から不安の声が寄せ

られておられましたけれども、主にどのようなことがあったかを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

市民の方々から、どのようなご意見があったかということだというふうに思います。 

例えば、避難勧告を発令させていただいたわけですけれども、発令のタイミングはどうであった

かとか、それから議員ご指摘のように、発令の継続期間がどうであったんだろうかというようなこ

と。それから、避難勧告を発令をした区域の設定はどうであろうかと。それからあとは、広報の周

知方法はどうであろうかと、そういうようなことにつきまして、市民の方々から現場でもご意見を

いただいておるところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

私も、いろいろと現場で伺いましたけれども、まずは、主に能生地区とだけで漠然なため、とり

あえず避難。何で、こんな遠くて高いところ、もっと近くになかったんか。能生川のどこが決壊し

て、今、川の状態はどうか。いつ家に帰れるのか。うちは関係ないんじゃないか、帰ってもいいん

じゃないか。避難してきたけど、全然、情報がない。そういったようなことがあって、聞かされま

した。 

今回、避難勧告の基準については、先ほど答弁をいただきましたように、ハザードマップ、ある

いは地域防災計画等にいろいろと詳しく書いてあります。それが、果たして一般に全部周知されて

いるかどうか、その辺が今回、疑問に思ったところもあります。また、避難勧告を前に、準備情報

が出されなかった、その点についてどうなのか。 

前夜１０時ごろから激しく雨が降り続けて、１日午前中には大雨警報が出ていて、能生地区を流

れる笹良川は午前中に溢水していました。近くには区施設もありました。 

地域防災計画には、確かに小河川・用排水路による浸水は、時間的余裕がない場合がほとんどな

ので、基本的に避難準備情報は発令しないとあるんですけれども、能生川もかなり増水していて、

決壊が始まったと思われる３時ごろより、もう避難準備情報を出してもいいんじゃないかなという

状態だったと、私は思っております。これについての見解はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 
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お答えをします。 

まず、１点目の住民への周知ということかと思います。 

これにつきましては、平成２２年でありますけれども、当市のほうで洪水・津波のハザードマッ

プというものを、市民の皆さん各戸に配布をさせていただいております。この中に、それぞれの河

川、１級河川・２級河川の状況、浸水する地域はこういう地域が想定されますというようなことを、

お知らせをしております。 

その中で、今ほど言われた洪水に関する情報というようなことで、こういうときには避難準備情

報を出します、今、ちょっと名前は変わりましたけれども、こういうときには避難勧告を出します

よというようなものが、記載をされております。こういうことを、ごらんをいただきたいというふ

うに思うんですけれども、いずれにいたしましても、皆様に配布をしてからもう年数もたっており

ます。中身の見直しは、またいろいろな条件があって、まだされてないんですけれども、こういう

情報を、やはり市民の皆様にわかるように、逐次、お知らせするということも大事だというふうに、

今回、改めて感じたところであります。 

それからもう１点、避難準備情報。現在は、避難準備高齢者等避難開始情報いうことで、昨年の

台風１０号、東北地方での高齢者、福祉施設で亡くなった方がおられるというようなことで、水防

法が改正されました。それに伴って、名前も変わったわけですけれども、今回の能生川の破堤とい

いますか決壊のおそれというところでいいますと、河川の水位を見た中での避難準備情報・避難勧

告というようなことになるんですが、水防団の待機水位というところは少し上回った、何センチか

上回ったというところでありますけれども、今言う、避難準備情報、高齢者等避難開始情報という

発令の、まだ基準には達していなかったという状況であります。ところが、一気に堤防が削られて

きたという状況で、これは準備情報ではなくて、やはり避難勧告をすぐかける必要があると、安全

の方向にシフトをしてかける必要があるという判断で、避難勧告を即、出したという状況でござい

ます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

確かに昨年から名称が変わりましたわね。それから判断基準、それからタイミングなんですけれ

ども、避難勧告が発令された１６時８分には、もう水位が既に下がってきていました。避難の判断

基準となる河川の増水についての水位の上昇を見ておられたというんですけれども、その辺の、河

川管理者との情報収集や連携というのが、今、どのようにされているのかどうか。 

今回、今、言いましたように１６時８分の勧告が出されたときには下がってきているということ

で、初動の警戒態勢というものがいかがだったのか。決壊が始まったのは、大体３時前後じゃない

かなと思ってるんですけれども、その辺についての初動の動きはいかがだったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 
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○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

河川管理者との情報共有というところでありますけれども、糸魚川地域振興局地域整備部のほう

からも、情報をいただいております。そういう中では、県さんとは情報のやりとりはできていると

いうふうに捉えております。 

それから、１６時８分に避難勧告を発令させていただいたわけですけれども、今、議員おっしゃ

るように、水位が下がってきたのではないかということでありますけれども、あの状況の中で、こ

れからまだ降るのではないか、水位がまだ上がるのではないか。その状況は、なかなかわからない

というふうに判断をしております。結果として、そのような状況になりましたけれども、やはりこ

れは必要があるという判断で行ったものであります。 

それから、初動の対応でありますけれども、これは県の方々、それから当市の職員、それから消

防本部・消防団の皆さんが、能生川だけではなく全体的な警戒等を行っておるわけであります。そ

の中で、どの時点でその状況を発見したかというところもありますけれども、初動の対応は十分と

いう表現がいいかどうかわかりませんけれども、適切に対応していたというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足してお答えさせていただきますが、急流河川においては、確かに増水していく破堤と引き際

に、引いていくときに破堤するおそれがございます。私は、何度もそういった現状を見ておりまし

て、そういう中での判断にさせていただきました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

私も、このタイミングが４時８分、水位の問題が、今、言ってるわけなんですけれども、決壊が

始まったのは３時ぐらいじゃないかなと。そのころに、こういう勧告が出されなかったのはなぜか

っていうことを伺っているわけなんですよね、その辺のことについて、今、大体話は伺いましたけ

れども、初動のほうの慣例と、果たしてつじつまっていいましょうか、整合性ができてるのかなと

いうふうに思って聞いてるわけなんです。もう１回お願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

議員のおっしゃるように、午後３時ごろからというお話でございました。 

その状況をなかなか、当市としても県としても、すぐに捉えることができなかったという部分は

あろうかと思います。いずれにいたしましても、県、それから市等が巡回をしていた中で、３時過
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ぎ、私のところへ現場から電話が来たのが３時半過ぎだったというふうに記憶をしております。そ

の後、県さんからも連絡もいただいております。その後、市長に報告して避難勧告という流れにな

ったというところでございますので、３時過ぎには当方も、ある程度のことは確認をしていたとい

うふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

何で、これを詳しく聞くかというと、私が市のほうに通報をしたのが３時少し過ぎたときでした。

そのときに動きが見えなかったので、もう１回、第２報をやったのが３時１０分過ぎだったように

思っております。それから動き始めた、市の職員もみえたりとかという動きが見えたもんですから、

その間の初動態勢が気になって伺っているわけであります。 

なかなかこういう、同時にあちこちで職員も大変で、なかなか対応が難しいでしょうけども、や

はり、まず第１報によって、決壊しているという情報が入っているわけですから、新潟日報の記事

では、この情報が入ったのが、私よりも先の人がいるみたいで、消防団員が発見というふうに書い

てあります。ということは、私よりも早いんだから、もっと早くからもう動いてよかったんじゃな

いかなと、ちょっとその辺が気になったもんで伺った次第であります。 

この辺のことは、またいろいろとあるかと思うので、避難場所の決定と情報でありますけれども、

避難された方、やっぱりいろんな不満の声が聞かれたことは、先ほど出ましたけれども、やはりそ

の情報の中で、第１報・第２報・第３報の避難勧告があったわけですけれども、それによって、避

難する住民の対象が違ってきたわけですわね。特に、西能生地区の人たちが、能生川の左岸に住ん

でいる人がほとんどの中で、能生地区・西能生地区という漠然とした範囲の中で、警報が発令され

たと。なので、決壊のおそれのある、あるいは氾濫のおそれのある能生川を渡っていかなければい

けない、実際、渡っていきました。また、大王地区や駅南地区の人たちは、その決壊箇所を、危険

水域と想定されるところを通って、避難場所に行かなければならない。そういったことも、今回の

避難場所の選定において、考慮した上でされたのかどうか、そういったことを伺いたいと思うんで

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

今回の避難場所の決定につきましては、先ほど市長答弁にもありましたとおり、想定等に基づい

て行ったということで、より安全を見てという形で、なお高いところにということで、この流域、

想定される中には、能生の能生事務所とか生涯学習センターとかあるわけですけども、そういうと

ころも浸水想定にかかっているというようなとこで、今回の場合については能生小学校、それから

海洋高校と、より高いところを設定をさせていただきました。 

ただ、今、議員のおっしゃるように避難勧告の発令の内容によって、能生川の左岸地区の方です

ね、西側の方々、それから大王地区の方々について、避難場所の設定等について、やはり危険があ
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るのではないかというご指摘だというふうに思います。そこら辺につきましては、今後、地区の皆

さんと、またお話をさせていただく中で、やはりこういう場合には、やっぱりこっちだよねと、こ

っちのほうへ逃げなきゃいけないよねというようなことを、確認をする必要もあると思いますし、

当市におきましても、我々におきましても、その辺を十分に検討をして、避難勧告の発令につなげ

ていく必要があるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

ぜひ、今回のそれを教訓にして、安全に避難できるように、また考えていただきたいと思います。 

この情報っていうのは、やはりこういうときに非常に大事だなと。先ほどの答弁にもありました

ように、伝達が防災無線、あるいは安心メールであったわけなんですけれども、この安心・安全メ

ールに確認を後でしたんですけれども、最初が能生小学校、２回目が海洋高校というふうに加わっ

て、状況によって、人数によってそのようにされたんだろうと思うんですけれども、それについて、

先ほどの質問にも関連するんですけれども、結局、同じ区の中で両方に分かれて区民が避難して、

あるいは仲間同士が皆分かれてしまったりとか、そういうことがあって、結局、その後、能生小学

校のほうは早く自宅待機ができたわけなんですけれども、それは区長の協議の、皆さんがされた中

での話と。区長が皆さん、協議されて、自宅待機にすることになったんだろうけども、海洋高校の

ほうは、かなり遅い時間まで待機をせざるを得なかったと。同じ区民の中で、かなりその辺の差が

生じたというふうに聞いております。その辺の事実関係と、避難所同士の情報の連携といいましょ

うか、そういうことはどのようにされていたのか、いかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

避難場所につきましては、能生小学校・海洋高校というふうに設定をさせていただきました。よ

り高いところというところでありますけれども、勧告をかけさせていただいた範囲が広いというこ

とで、２カ所を選定したわけでありますけれども、議員おっしゃるように、そこに長時間とどまっ

ていただいたということも、現実的にあったかと思います。その辺の情報、それから能生川の状況

等、それから今、どういうふうになっているんだというようなことも、避難された方々にお知らせ

することも十分ではなかったというふうに思っておりますし、両避難所の情報共有というところで

も、まだ十分ではなかったというように捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

ぜひ、今後に生かしてもらいたいと。やはり、皆さん不安の中で、何も持たないでもう急遽避難

をして、家のことも心配でありますし、分かれてきた家族のことも心配でありますし、その中で、
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どういう状況になってるかの情報が唯一の頼りになると思いますので、その辺のことを、またしっ

かりと踏まえて、今後のほうに生かせていただきたいと思います。 

報道では、午後６時現在では能生小が１５１人、海洋高校１００人というふうに、避難された人

数があります。実際、私が伺ったとき、能生小学校には２００人ほどおられたんじゃないかという

ふうに思うわけですけれども、避難率という言葉があるわけなんですけれども、多くの方を対象に

避難勧告をされて、これぐらいの方が避難をされた。このことについて、避難率をどのように捉え

ていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

避難をかけさせていただいた地区の住民の方で避難をしていただいた方、避難率というお言葉で

ありましたけども、約１５％であります。 

昨今、各地区で、全国各地で大きな災害が発生をしております。そういう中で、何万人規模で避

難勧告をかけるという市町村もございます。ですが、なかなか避難する人は少ないというのが現実

であります。そういう中で、１５％が高いか低いかというと、我々としては１００％避難をしてい

ただきたいというふうには考えております。ですが、全国の状況からみると、比較的高いのかなと

いうふうに捉えております。 

これは、３.１１の大震災以降、全市一斉で避難訓練等も実施していると、そういうような状況

で、皆さんが日ごろからこういう防災に対する意識を持っておられるということ、それからまた、

地区の代表の方々もそういうとこに非常に力を入れてくださっているというようなことも含めて、

住民の方々が、やはり勧告が出たら逃げなければいけないねというお気持ちでおられたということ

のあらわれかなというふうに思います。 

ですが、先ほど申し上げたとおり、やはり全員の方に避難をしていただくという方向で、我々も

皆様方にお知らせをする。出前講座等も通じて、その辺の防災意識の普及に努めていく必要がある

というように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

私もいろんなところ、テレビ、最近多いもんですから見たり聞いたりしているんですけれども、

正直、小学校へ行ってみて、非常に多くの方が避難されてるなというふうに、印象を受けました。

その１５％が高いか低いかは別の話であって、前月に行われた総合防災訓練の教訓があったのかな

と。日ごろのそういったものが、やはりこういったところに生きてくるのかなと。 

その辺のところで、これからもそういったことをどのようにやっていくか、それが災害を少しで

も減災につなげていく１つじゃないかなと思います。非常に大変でしょうけど、また、受け入れ側

のほうも大変でしょうけども、そういったことを、またよろしくお願いしたいと思います。 
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情報の伝達手段で、防災無線、それから戸別受信機、安心・安全メール、当市にはこういったも

のがあるわけですけれども、それぞれの伝達手段についての検証というのは、今回の雨の中の防災

無線、それから戸別受信機は、今、普及の段階にある中での戸別受信機、そういったものをされて

おられるかどうか。いかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

伝達手段ということだと思います。 

市としては、あらゆる手段を使って、住民の皆さんにお知らせをするということだと考えており

ます。それが、１つが防災行政無線であったり、安心メールであったり、それからまた、広報車等

でというようなことになろうかと。また、直接、区長さん方、代表さんのとこへ電話をするという

ようなこともあろうかというふうに思います。 

ただ、でも私、ちょっとすぐ出てきませんけれども、やはり雨が降っているとか風が強いとか、

そういうときには防災行政無線も、外の屋外子局といいますけども、なかなか聞こえづらいと、家

の中にいては聞こえづらいという状況も、当然あるというふうに思います。そのような中で、やは

り戸別受信機を設置していただくということが重要かというふうに思っております。 

能生地域におきましては、今までＣＡＴＶの緊急告知放送ということで、ほぼ１００％近くの方

が持っておられたということで、今回、防災行政無線の戸別受信機に切りかわったということで、

昨年度から配布をさせていただいている中で、設置率が６０％台に乗ったというような状況になっ

てきております。これにつきましても、先ほどの１５％ではないですけれども、１００％に近づけ

るよう努力をしてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

それから、要配慮者への、先ほど答弁をいただきまして確認もされていると。民生委員の方々だ

とか、あるいは自主防災組織や地域の区の区民の方々、そういった方々との連携等はあったんでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

私のほうから、自主防災組織の部分について、お答えさせていただきたいと思います。 

避難所におられる自主防災組織のリーダー、能生地区におきましては、ほとんどの方が区長さん

というような形であります。そのような方々と、情報を共有して協議をさせていただいた、また、

いろいろなご指摘もいただいた中で対応を進めたということで、十分な対応というところまで行か

なかったかもしれませんけれども、自主防災というところでは協議等ができた、十分ではないけど
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もできたというふうに捉えております。 

民生委員の皆さんのことにつきましては、できましたら福祉事務所からお願いできればというふ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

岩﨑市民部長。 〔市民部長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民部長（岩﨑良之君） 

今回、避難勧告が、最初出まして、避難準備っていう形のものがなかったことから、もう既に、

民生委員の皆さんとか区の役員の皆さん、避難で動いておられまして、その辺について、今回、電

話連絡等できなかったことは課題だと思っております。 

そういう面もありまして、職員が現地のほうへ回らせていただいたところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

こういう災害のときは、自主防災組織、それから地域の区民の皆様の協力、それからそれに携わ

っている民生委員の皆さん、そういったものの連携というものがやはり大きいので、特に地域をよ

く知っている方でありますし、その辺、またこれからもよろしくお願いしたいと思います。 

河川の整備でありますけれども、先ほどの答弁でもありましたように、地元の人たちもよく言う

んですけど、今回もまだ、堤防のてっぺんまで水は余裕があったのに決壊したということで、強度

の点はどうなんだろうかと。堤防の天板というんですか、そういったところまで水がかぶるように

なって、よく決壊すると聞くんですけれども、今回は、そこまで行かないうちに決壊してしまった

と。急に決壊して、氾濫の可能性があったというふうに、なんですけれども、何であそこがそうだ

ったのかということとあわせて、堤防のその強度とかというもの、あるのかどうか、点検・整備と

いうのはどうなっているのかどうか、その辺、もしされていたら、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

能生川の堤防、災害のあった場所につきましては、昭和２０年代のひずみだというふうにお聞き

しております。確かに施設自体は老朽化はしておるところでございますが、そのことだけが原因か

というと、そうではないというふうには市としては考えております。 

まず第一に、今までに降ったことのないような大きな雨、それに伴いまして、自然現象でござい

ますから浸食作用といいますか、横に削れたり下に掘れたりといったことがございますので、そう

いったことが複合的に作用して、結果的にあの場所で被災したというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

今後、そういったもしも可能性が、天板や何かの保護というものがある可能性があるなら、また

修理しなければいけないようなものや何かについての点検とか、必要なところは、またやっていた

だきたいなと思います。地元ではやはり、何であそこがっていうことで、いろいろと気になるとこ

ろであります。雨は、やはりあちこち平等にっていいましょうか、降ってるように思うわけですか

ら。 

それから、河川の改修なんですけど、よくっていうわけでもないんですけども、こういうことが

あると、今回、決壊した堤防の下流の１００メートル下のところにかかってる、能生谷橋。これ、

１９６７年に竣工しております。このときに、よく話が出るんですけれども、工事において橋が落

ちて、コンクリートの塊がそのまま川底にあって、それが邪魔して土砂の堆積につながっていると、

地元の人たち、よく話をするんですけれども、その辺の事実関係についてはいかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

市のほうでは、そういった事実について、承知しておりませんし、県のほうでもそういったこと

を、事実について承知してないといったことでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

じゃ、次に、ハザードマップやタイムライン。 

平成２２年に洪水ハザードマップがつくられて、これは洪水と津波と一緒になったハザードマッ

プですわね。見直しを今後していかなきゃいけないような話を、先ほどいただいているわけなんで

すけれども、こういうのをつくって、やはり自主防災のとき、そういう組織があるところでの説明

会だとか、あるいは地域に入っての、こういうものをつくったときに、この説明会といいましょう

かね、そういったものによる周知が必要なんじゃないかなと。やはり、これをつくって家庭に配っ

て、これは洪水に限らずだと思うんですけれども、こういう災害に対するハザードマップは、非常

に大事なものであるけれども、周知されて理解されなければ意味がないと、そのように思うので、

今後、そのようにつくったら、いろんなところでの説明会をやっていただきたいなと思うわけです。 

タイムラインにしても、大体、市では設定しているのかどうかもわからないようなところがある

んじゃないかなと、認識されてないんじゃないかなと、そういうふうに思いますので、その辺につ

いての考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

川の部分だけに今、前半、限ってお話させていただければ、１級河川の国管理分、県管理分、そ

れから２級河川の県さんが管理している部分というふうになります。 

１級河川の国の管理分につきましては、今、言う、河川の調査等が進んでおりまして、ハザード

マップというところにはつなげられると思うんですけれども、１級河川の県管理分、それから２級

河川の県が管理している部分につきましては、まだ調査が進んでないというようなところでありま

して、ここでハザードマップをまたつくり直すという、まだ状況にはないというところでございま

す。 

ほかにも、土砂災害等につきましても、県さんの調査によって、今、情報をいただいておるもの

ですから、やはり各地区へ出向いていろいろ話をして、避難経路はどうだ、避難場所はどこだとい

うようなことは、話はさせていただいております。 

そのようなことから、今、洪水とか土砂災害に限らず、いろいろな災害について、やはり地区へ

お邪魔をして話をするということが大事だというふうに思いますし、周知をするということが大事

だというふうに考えておりますので、今後も進めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

今回、歴史的な豪雨ということで、いろんなものが課題となって聞かれております。 

先ほども言いましたように、今回、幸い大きな人的・建物被害がなかったということで、これを

教訓に、今、質問させていただいたことを、できるだけ前向きに捉えて、今後に生かしていただき

たいと、その要望をして、次の校歌のほうに入らせていただきます。 

先ほど、教育長から答弁いただいた中で、（１）で音源については２０校。音源をとる考えはあ

るかどうかについては、答弁をいただけませんでしたが、いかがだったでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 磯野 茂君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（磯野 茂君） 

お答えいたします。 

音源につきましても、収集を進めてまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

それから、校歌の額ですけれども、この校歌の額を、聞いたところによりますと、相馬御風の直
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筆の物もあるというふうに聞きましたけれども、その辺はいかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 磯野 茂君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（磯野 茂君） 

お答えいたします。 

御風直筆の、自筆の額については１５ございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

１５の額は、じゃ、全部保存をされて、またどこかに行けば見られるというふうになっています

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 磯野 茂君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（磯野 茂君） 

お答えいたします。 

現在、学校の体育館や校長室などに掲示をされている物もございますし、統廃合された後の物は、

地区公民館ですとか、あるいは歴史民俗資料館でもお預かりをしておりますし、また統合先の学校

の校長室、あるいは資料室などでも保管をされているところでありますので、見ることは可能な状

態になっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

幾つかのことを伺って、かなりまだ、できていない音源にしても、それから保存にしてもあるわ

けなんですけれども、特に楽譜においては、半分、１００校分ほどということで、これはやはり、

楽譜は全部集めて使えるようにするべきじゃないかなと。その辺についての働きかけは、いかがな

んでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 磯野 茂君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（磯野 茂君） 

お答えいたします。 

御風の資料の整理を進めている中で、収集可能なものは収集をしてまいったところなんですが、

もう既に統廃合されて存在していない学校というのも、数多く、全国２００校以上の学校の校歌を

書いておりますので、市内のみならず全国的にも、やはり統廃合は進んでおりますので、なかなか
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入手が難しいというのが現状でありますけれども、今後も集めていく努力は進めていきたいという

ふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

楽譜があれば、音源をとることも可能でありますので、ぜひ、その作業をしていただきたいと思

います。 

校歌というのは、やはり額も含めて、楽譜もそうですし、学校の公文書と同じものだと。あるい

は、学校アーカイブとして、非常に地域の人たちにとって、貴重なものでもあります。特に、相馬

御風の生誕地としての糸魚川としては、その辺をしっかりとやっていただきたいなと。いつでも活

用できるようにして、保存をしていただきたいと思います。 

次の、３番の次期ごみ処理施設についてを伺いたいと思います。 

７月２５日の市民厚生常任委員会に提出されました資料、ごみ処理施設整備にかかわる契約実績。

処理能力５０トン未満のストーカ式焼却方式によりますと、１日の処理能力を見れば、１番の小諸

市、これは糸魚川とほぼ同じ人口の４万２,７００人で２４トン、建設費が２１億円。滋賀県野洲

市は糸魚川よりも１万人ほど多い５万１,０００人で４３トン、建設費が３９億９,０００万円。遠

軽地区広域組合は約３万５,０００人で３２トン、３１億９,０００万円。北アルプス広域連合は約

４万人で４０トン、４０億９,０００万円。熊本県の山鹿市は５万３,０００人で４６トン、３８億

６,０００万円とあります。また、８月のときの示された中で、県内の見附市のものが示されてお

りますけれども、見附市は約４万人で３８トン、建設費が４７億６,０００万円。 

こうやって見比べてみますと、人口を勘案した場合、４万３,０００人ちょっとの糸魚川市とし

ては４８トンと、１日の処理数が、他の自治体よりも多い設定になっているように見えるんですけ

ども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

処理能力につきましては、ごみの処理量をこの新しいごみ処理施設が稼働する年間の処理量を

１万２,２００トンというふうに想定いたしまして、あとは国の基準である稼働率っていうことで

２８０日、年間稼働するということを勘案し、プラス災害廃棄物ですか、それを５％勘案すると

４８トンというふうに、規模としては算定したものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

産業廃棄物のことは、私もちょっとあれでしたけれども、私も計算してみました。 
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大体、全国の平均のごみ処理量から、糸魚川市の人口でのごみ処理量は１万大体２,０００キロ、

１万１,９００キロほどに、ちょっと計算したらなりました。産業廃棄物のほうのそれを入れない

んですけれども、施設規模を計算するに当たって、実稼働率を今、課長が言われたように２８０日、

０.７７になるわけですわね。調整稼働率もその分、入れました。どうしても休まなければいけな

い日、それを０.９６とした場合には、大体１万２,０００キロを日にやるとなると４４トン。 

これで行きますと、２２トンの炉が２つの規模で済むんじゃないかと、私はそういう計算をさせ

てもらいました。さらに、人口減少を考慮して、稼働するのが平成３２年度だということになると、

同じ計算をした場合はもっと少なくなって、約４１トンになる計算でした。 

ごみの減量化もここ最近進んでおりますので、産業廃棄物のことは、正直言うと、ちょっとわか

らなかったので入れてなかったんですけれども、普通の全国平均のごみ処理量からすると、４０ト

ンの施設規模で賄えるんじゃないかなと。私は、そういうふうに計算したんですけれども、この計

算についてはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

どちらにしても、ごみ処理施設の規模につきましては、先ほど申し上げましたように、平成

３２年度の燃やせるごみの処理量を１万２,２００トンというところを根拠っていうか、それをも

とにして、先ほど申し上げたような計算方式で、産業じゃなくて災害廃棄物ですね。災害廃棄物を、

それに出た答えに５％足して４８トンというものを追って計算したものでありまして、これについ

ては、基本的には平成３２年度が一番最大と、人口減少もありまして、平成３２年度が一番最大で

はございますが、将来的には人口も減ることもあってごみが、燃やせるごみも減少するという将来

的な推測もございますけども、平成３２年度の最大のものを処理できなければいけないということ

で、４８トンということで、今回、次期のごみ処理施設の施設規模については算定をさせていただ

いて、計画をさせていただいてるというものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

時間がないので、施設規模については、また考えさせてもらうことにして、入札について。 

この示されました中での、熊本県の山鹿市。先ほど申し上げましたけども５万３,０００人で

４６トン。これは、昨年５者の入札で契約をして、その内容がネットでも公開されております。そ

れによれば、市の予定価格が４８億７,４００万円。５者の入札価格が一番高くて４２億

８,０００万円で８８％。一番低いのは３１億５,９００万円で６５％でありました。 

この入札には審査があるわけでして、価格審査のほかに基礎の審査だとか、技術審査、糸魚川市

もそうですわね。そのように総合的なことで、落札したのは、価格が３番目に低い業者さんであり

まして、３８億６,２００万円、７９％を示した業者でありました。やはり、こういうのを見ると、
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先ほど答弁もいただいたように、競争性が担保されるというふうなお話を伺いましたけれども、考

慮すべきじゃないかなと思うわけですけれども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

当市のごみ処理施設整備運営事業につきましては、この１月２６日に入札の公告をさせていただ

いて、それの公募条件をそのときに示させていただいたわけでございますが、その公募条件をそれ

ぞれのごみ処理施設をつくる事業者さんが判断していただいて、うちの場合は結果として１者にな

ったということでございますし、他市の場合については、それぞれの各市町村のそういう公募条件

を、各事業者で判断されて複数者になったということで、私のほうとしては理解をさせていただい

ているというところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田中議員。 

○１５番（田中立一君） 

各自治体、各組合によって、ごみ処理のあり方というものは、確かに違うでしょうし、それによ

ってその建設、あるいは運営データというものも、それぞれの自治体によって違ってくるので、多

少の違いはあるかもしれませんけども、非常に高いものであります。この３月の予算審査において

も、集約で示されたように、非常に大事な事業でもあります。他市のこういったのを比較する中で、

やはり参考になるなというものを、きょうは紹介させてもらいましたけれども、ぜひまた、その辺

も考慮に入れる中で進めていただきたいと思います。 

以上で、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、田中議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

暫時休憩します。 

再開を１３時といたします。 

 

〈午後０時１０分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に山本 剛議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 〔３番 山本 剛君登壇〕 

○３番（山本 剛君） 

清政クラブの山本です。よろしくお願いいたします。 

１回目の質問をさせていただきます。 

１、大火後の防火対策の取り組みについて。 

大火後、国・県、そして当市で、県外を含めた近隣市町村との連携等、新たな防火対策がなされ

ていると思います。そこで現在まで、どのような対策を計画・実施してきているのかをお尋ねいた

します。 

(1) 関係法令等の改正の動きはどうか。 

(2) 県外を含めた近隣市町村との連携はどうか。 

(3) 当市での取り組みについては。 

① 消防職員・団員の増員は、また運用見直しはどうか。 

② 消防設備・防具等の強化はどうか。 

③ 消防団の初期出動はどうか。 

④ 防火意識の向上等の対策についてはどうか。 

２、住宅区域における空き地の管理について。 

我が家周辺、住宅地域内の空き地では雑草が２メートルにも伸び、苦情があります。市内で雑草

の苦情等がどれぐらいあるのか。あるとしたらその状況をお伺いします。 

また、糸魚川市空家等対策計画を読みますと、空き家が主で空き家に付随した立木や雑草の管理

と読め、建物のない空き地の管理は出てきません。住宅区域内の空き地の管理についても、この計

画に明記し、盛り込む必要を感じますがいかがでしょうか。 

３、蒸気機関車・黒姫号の活用について。 

横町にあった東洋活性白土株式会社で使用されていた機関車・黒姫号が、フォッサマグナミュー

ジアムの入り口庭に展示されています。 

この黒姫号は産業用としては国産最後の蒸気機関車で、鉄道ファンには人気と伺っています。 

新幹線の開通で、アルプス口にジオパルができ、鉄道ファンには人気の施設と思います。また、

ジオパルは糸魚川の観光に一役買っているとも思います。 

そこで、現在のミュージアムからジオパルに移設したほうが、より観光に寄与するのではないか

との声もあります。ジオパルへの移設の検討をしていただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

山本議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、小規模飲食店への消火器設置の義務化について、国では消防法

令の改正が検討されており、当市では国に先駆け、火災予防条例の改正を今定例会に提出いたして
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おります。 

２点目につきましては、以前より、上越消防・富山県新川消防・長野県北アルプス消防と相互応

援協定を結んでおり、今回の大火を受け、新潟・富山両県と連携し、富山県東部消防を加えた４消

防本部で、応援体制の強化に向け協議いたしております。 

３点目の１つ目につきましては、当市の実情に即した適切な体制及び運用となるよう検討してお

ります。 

２つ目につきましては、大火に対応した消防車両・資機材の整備や、消防水利の強化に取り組ん

でおります。 

また、個人装備といたしましては、防火服などの安全装備品の増強を図っております。 

３つ目につきましては、大火後に第一出動の増員など出動計画の見直しを行い、初動態勢を強化

いたしております。 

４つ目につきましては、一般家庭の防火診断、地区や学校、事務所の避難訓練等の防火指導を実

施し、防火意識の向上に努めております。 

２番目につきましては、この計画は空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき策定したもの

であります。空き地は対象となっておりません。 

空き地につきましては、環境美化推進条例に基づき、指導・助言等を行っており、雑草に対する

苦情等は年間１０件程度で、自治会の代表者等と現地を確認しながら対応いたしております。 

３番目につきましては、ジオパルには開業以来、多くのお客さんに来ていただいております。中

でもジオラマやキハ５２につきましては、鉄道ファンの方々から好評をいただいているところであ

ります。今後、黒姫号につきましても、ジオパルなどに移転展示が可能かどうか検討してまいりま

す。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

１番の（２）近隣の連携ですけど、もう一度お聞かせください。新潟県、これ全県というふうに

考えてよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

新潟県は、新潟県全土の１９消防本部、これは新潟県の広域の消防相互応援協定というものを、

別で持っております。 

今、市長答弁申し上げたのは、近隣消防本部との協定ということで、上越、それから新川消防、

長野の北アルプス消防とは、以前から協定を結んでいると。加えて今回、富山県の東部消防と、今、
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協議を進めているという内容でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

富山県で言うと、今、じゃ、新川と、この東部ということだけになるわけですね。もう一度お願

いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

今、話を進めているのは、議員おっしゃるとおりであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

ありがとうございます。 

今回の大火では、本当に新潟市からも来ていただきました。新潟には１７０キロぐらいあるんで

すかね。でも富山だと７０キロ弱。そういう面では、富山県の富山市あたりも、やはりかなりの県

庁所在地ですので、そういう消防の組織っていうのは大きいでしょうし設備もいいですから、でき

ればそこまで広げていただければありがたいなというふうに思います。 

次に、消防団の初期出動、これについて、詳しく内容をお聞かせいただけませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

初期出動ということで、火災のことでよろしいと思っております。 

今回の火災を例にとりますと、今回の火災では、糸魚川分団が８個部が出動するという計画にな

っておりました。 

この４月１日からは、やはり今回の大火を受けて、１５部を第一出動するというような形で、今

までよりもより多くの部が出動する。第二出動、第三出動についても同じような考え方で、より多

くの部が出動するという体制に変更をしたものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 
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ありがとうございます。 

ぜひとも、やはり無駄になってもいいというふうに思いますので、本当に初期消火が大事だと思

います。そういう面では、やはり広域から来ていただいて、いち早く消火に当たるということが大

事だと思いますので、ぜひとも、消防団も大変でしょうけど、頑張っていただければというふうに

思います。 

次に、４番目の防火意識の向上で、子供消防団ということも、前回の、私、提案させていただい

たんですけど、その点、どんな感じで進んでいますでしょうか。お伺いいたしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

復興まちづくり計画の中の、重点プロジェクトの６番のところにあるものでございます。そのよ

うな中で、今、関係課と協議を進めているという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

なかなか消防団、前回の教育委員会でも、やはり公民館単位だとかって、そういう発言もあった

かと思います。かなり難しい部分があるんだと思うんですね。 

先日、私、糸魚川中学校の校長と、いろんなお話をさせていただきました。その中で、消防署の

ほうから学校側に要請があるんなら、協力したいよという話を伺いました。 

なかなか全域でやるっていうことは難しいんでしょうけど、例えば私は、防火隊員のパンフレッ

トなんかを中学生に配らせる。家庭内でも結構だと思うんですね。そういうことも１つの、中学生

を巻き込んだ活動になるのではないか。 

では、どうしてそういうことを言うかというと、実は広報でいろんなことも流れてるんですけど、

正直な話、広報は中学生が読んでいますでしょうか。小学生が読んでいますでしょうか。私も、議

員になる前は、余り広報を隅から隅まで読まないですね、さらって流す程度。 

そんな中、やっぱりこの糸魚川で大火があって、その大火に対してやっぱり消防、防火ですね、

火をおこさない、火を出さないということを、中学生がパンフレットを持って、うちへ持っていく

ことによって、中学生なり小学生が、やっぱりそういうのを目にすることで意識が高まるんじゃな

いかというふうに考えます。 

１つの、今、糸魚川中学の話しましたけど、そこらあたりから始めてみて、全域、いわゆる小学

校を含めたり、さては幼稚園を含めたり高校を含めたりというような形で広げていけば、かなりの、

いわゆる子供も含めた防火意識につながるんではないかというふうに思います。その件について、

ご意見をいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 



 

－ 88 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

市内の学校では、今、防災教育も取り組んでおります。自然災害から自分の命を守るための能力

を育成するということで、危機回避能力の育成っていうことを目指して、防災教育に取り組んでい

るところですが、議員おっしゃられるように、主体的に市の避難訓練ですとかというものに参加し

たり、市民としての防火意識を高めたりということは、非常に効果のあることかと思います。また、

消防本部ともよく相談をして、その辺についても検討したいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺孝志君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

前回も、議員からも公民館単位でという話を伺っておりましたが、公民館の連絡協議会とか、こ

の話題も出しておりますので、引き続き呼びかけはしたいというふうに思っております。 

それとあと１０月に、私どものキッズフェスタという子供のイベントがございまして、その中で

職業体験っていう中で、消防の体験というのもありますので、そういった参加、キャリア教育をや

る中での、その防火についても学んでいただけるような啓発とかそういった活動を、その中で盛り

込んでいきたいなというように思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

私、先日、相馬御風の館へ行ってきました。そこで、あっと思ったんですけど、あそこの台所に、

いわゆる水を手向く水がめっていうか、それがあるんですね。どれぐらいかな、６０リッターか

７０リッターぐらい入りますかね。 

私、子供のころはガスも通っていませんでした。やはり、私が子供のときは井戸で水をくんで、

家庭に水をためていた、そういう時代だったと思うんですね。それが、水道が入り、ガスが入った

んですけど、その水槽を見て、あっというように思ったんですね。逆に言うと、火事のときに一気

に水を、６０、７０リッターの水を、いわゆるしゃくで投げることができるんですね。そういう効

果がかなりあるんじゃないかなと、そういうふうに思います。 

私も、セメントで火を扱ってましたんで、火というのは燃えるものがあること、酸素があること、

温度があることだと思うんですね。水というのは、やはり温度を下げる効果だと思うんですね。火

事のときに布団をかけろと言います。あれは、酸素を遮断することだと思うんですね。酸素を遮断

しても、逆に布団をもう一度あけるとばっと、中の温度が変わってませんので、また燃え出すんで

すね。でも、布団をかけて、その上に水をかけることによって、中の温度が下がって火事を防げる

と。そういう面では一気に、このかなりの量の水が要ると。そういう面では、今の便利になって水

道をあけるけど、さて水道だけで、くんでこれかけたんでは、かなりもう時間がかかっちゃうと。
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そういう面では、家庭の中、台所あたりが主だと思うんですけど、そこに、いわゆる大きな水がな

いんですよね。 

それで考えたんですけど、例えば蛇口の横に、多分家庭、我が家にもありますけど、玄関に花に

水をくれるためのそういうのありますね。ああいうふうなカップか何かつけておいて、もしそうい

うふうなホースがあったら、すぐあけることによって、かなりのシャワー的なものが出る。そうい

うような防火体制もあるんじゃないかというふうに考えるんですけど、消防長、ご意見いただきた

いと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

水がめの話もございました、前段。 

やはり、水をためておくということは大事なことだと捉えております。以前はよく、浴槽に水は

ためておいてくださいねというような広報もいたしました。浴槽ですと、一般家庭ですと約

２００リットルぐらいの水がたまります。それをご家庭のバケツでかけるということは、消火とい

うことでは素早い消火ができるのかなというふうに思います。 

加えて今ほど、玄関先の蛇口などにホースをつけておいてはどうかということで、今回の被災地

においても、そういうような形で外壁にかけてくださったということも、見聞きをいたしておると

ころでございますし、結構、庭をお持ちの方とかいろいろな方で、そういうものをつけていらっし

ゃる方、いらっしゃいます。そういうようなことは、非常に効果的なのかというふうに考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

実は、水をかけていい場合と、消火器にも電気火災であったり油火災のときはどうだ、粉末だと

か液体、今、ほとんど粉末になったんですかね、そんな感じがあると思うんですけど、例えば台所

でてんぷら油によるあれで、水をかけたらかなり危ないことになるんだと思うんですね。だから、

そういう教育も必要なんだと思うんですけど、やはりかなりの水をかけられるような設備を家庭に

持つというのも、１つの考え方ではないかというふうに思います。 

また昔の話になるんですけど、私のおふくろは、外に出るときは必ずガスのもと栓を閉めて出か

けていたのを思います。そう言いながら、私は今、家内といるんですけど、さて出るときにガスの

もと栓をとめて出る習慣は全くありません。同じように、私の家内のいわゆる実家では、コンセン

トまで抜いてる習慣ですね。そういう部分が、みんな余りにも便利になって、なくなってきたのか

な。そこらあたりも、１つの考え方で、いわゆる防火という中で、広報あたりでそういう習慣をつ

けるようなことも、宣伝していただければっていうふうに思います。その件についてどうでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

今ほど、議員おっしゃったことは非常に重要なことだと思います。この辺につきましても、やは

り市民の皆さんに周知をするということが大事だというふうに思いますし、特に、ガス栓、コンセ

ントというふうにお話がありました。それぞれの事業者等とも連携をした中で、市民周知を図って

いければというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

火災予防の日制定っていうのが、平成１７年３月１９日に告示という、第１号ということで

１９日になってます。その経緯について、ちょっとお聞かせいただけませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

火災予防の日は、糸魚川市が合併したことによって、平成１７年という形に、今、なっておりま

すけれども、もとをたどりますと、昭和５８年４月に火災予防の日というものを制定しております。

そうしますと、もう三十何年でしょうか、たっております。 

そういう中で、いろいろな広報等も必要ですねというようなことも含めて、消防団・消防本部が

協力をして、広報・警戒をするということから始まったというふうに、詳しいところは、私、今ち

ょっと思い出しませんけれども、そのような形で進めさせていただいた、始めさせていただいたと

いうところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

１２月２２日、大火になりました。その件について、ことしの１２月２２日、何か記念日じゃな

いですけど防火の、やはりそういうふうな行事なり、それを計画していますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤 孝君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤 孝君） 

１年後の１２月２２日に、１年事業ということで、今、計画をしておりますし、関係する予算は、

今回の９月補正で補正をお願いさせてもらってるところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

よろしくお願いいたします。 

そこで、先ほどの火災予防の日の制定なんですけど、これを機会に１９日から２２日に変更した

らどうかっていうふうに思うんですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

先ほども申し上げたとおり、三十三、四年たった、比較的長い期間定めてきたというところもご

ざいます。ただいまの件につきましては、議員からのご提言という形で、承らせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

よろしくお願いいたします。 

先ほど、いわゆる消防職員だとか団員の増員について、それなりにというお話があったと思うん

ですけど、私も、これから市の人口が減り、収入が減ってくる中で、やはり増員っていうのは、な

かなか難しいですし、逆にそれを増員するとなったら、どこかをやはり削らないといけないんだと

思うんですね。だから、それなりきのことを考えていかないと、なかなか難しいのかな。やはりそ

れよりも、防火、いわゆる火を出さないことを重視することによって、経済的にもかなりよくなる

んではないかというふうに思いますので、そんな感じで進めていっていただければというふうに思

います。よろしくお願いいたします。 

次に２番、住宅区域における空き地の管理についてお伺いいたします。 

私、今、須沢の宅地造成されたところに住んでおります。その経緯について、ちょっとお伺いい

たします。須沢の大坪ってとこなんですけど、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

井川青海事務所長。 〔青海事務所長 井川賢一君登壇〕 

○青海事務所長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

土地区画整理組合で造成されたものというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 
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もう４５年ほど前になるかと思うんですけど、須沢のそれまで田んぼでありましたところ、青海

通船ができまして、それといわゆるＪＲの間、そこを全部宅地造成されたと思ってます。そのとき、

私も青海町で抽せんしたんですけど、残念ながら外れて、後買いで今のところに住みました。 

そのとき、土地を買ったときの条件といたしまして、道路側に我が家の道路の本当にそこに土管

が通ってます。農業用水用です。それと裏側、そこに農業用水が通ってます。これは、住宅地であ

りながら、まだ売れないなり、農地といわゆる共有という形であります。いわゆる農業をしなくな

ったらそこをという条件でした。今も、現実には共存だと思うんですね。その一角で、やはりそん

な造成地の中で、やはり雑草のままの、いわゆる農地をしない空き地が草でぼうぼうになってます。 

私の考えで言いますと、やはりそうやって住宅、いわゆる造成された土地が、住宅、住民となっ

た方と農地が共存して、お互いに理解をしてる。農地の方も、いわゆるそういうふうな利益を得て

きたんだと思うんですね。それをしなくなったから、もう草でぼうぼうだっていうのは、やはりち

ょっと無責任かなっていうふうに考えます。とは言いながら、世の中でごみ屋敷の問題で、それも

行政がなかなかできないのも理解しております。 

そういう観点と、もう１つ、井川さんあたりに本当に何度か、２度ほどお願いいたしました。そ

ういう面では、市の方がよく動いてくれるんですけど、それによって逆に言うと、市の作業が多い

と。そういうことを考えると、やはり空き地のいわゆる管理方法を、これから考えていかないとと

いうふうに、空き家も同じなんでしょうけど、その考え方からいって、私なんかは管理人、市内に

必ず管理人を置くと。当然、土地の所有者であればいいですけど、土地の所有者が糸魚川市内にい

ない場合には、やはり市内に誰か管理人を必ず置くと。それを、いわゆる登録しておいて、逆に何

かそういうことがあったときには、市のほうからそちらに連絡すると。やはり、そんなことも考え

ていかなきゃいけないんじゃないかな。そうすることによって、市の職員のいわゆる仕事量がかな

り減るんではないかというふうに考えるんですけど、そんなことも考えていただければ。市長、ど

うでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

議員おっしゃるように、空き家もそうなんですけども、空き地についても管理が不十分で、近隣

の皆さんにご迷惑をかけてる土地というのは、市内各所にございますし、市のほうにも年間、先ほ

ど市長答弁させていただきましたように、雑草に関しては１０件程度、苦情が寄せられているとい

う状況でございます。空き家もそうなんでございますけども、やはり個人の財産を、なかなか市の

ほうで管理をするというのは難しいというふうには認識しております。 

ただ、今、議員ご提言のように、空き家の場合は空家特措法によって、いろいろな税情報を使っ

て所有者を特定することができるようになりましたが、空き地に関しては、その部分がまだまだで

きない部分もございますので、今、ご提言のようなことも、今後、研究しながら、やっている先進

地もございますので、ちょっと研究しながら、どういう対応できるか検討してまいりたいというふ

うに考えております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

先ほど、笠原議員の、いわゆる保育料の滞納の件ですね、納めないということなんですけど、そ

れもやっぱり責任感なり規範意識がないと。そういう方が、やはりこれだけの、必ず世の中にはい

るんだと思うんですね。これも、今の空き地の件も、やはりそういう部分だろうと思うんです。そ

の部分をどうしていくか、やはり知恵を出して、議会も含めて知恵を出して、住みよい町にしてい

くのも大事なことではないかと思います。どうぞ、頑張って、我々もいろんな意見を出したいと思

いますので、そういう形で向かっていっていただければというふうに思います。 

３番目、蒸気機関車黒姫号の活用について、フォッサマグナミュージアムの庭に展示した経緯に

ついて、お伺いしたいんですけど、よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 磯野 茂君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（磯野 茂君） 

お答えいたします。 

最初は東洋活性白土の工場で使われていたものが、使われなくなった後は、糸魚川小学校の正門

脇に展示をされておりました。その後、２００７年になりますけれども、江戸東京博物館で開催さ

れました博覧会で展示するために、東京に運搬されております。その後、糸魚川小学校の改築の関

係で、同じ場所には展示できなくなったということから、フォッサマグナミュージアムのほうが、

国産最後の鉱工業に携わった文化財という位置づけもありまして、フォッサマグナミュージアムに

展示するのが適当であるということから、ミュージアムのほうに設置をされたというふうに認識を

しておるところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

ありがとうございます。 

当時としては、やっぱりフォッサマグナミュージアムが最適であったっていうふうに、私も考え

ます。 

とは言いながら、新幹線が開通して、あのアルプス口にキハのいわゆるディーゼルですか、あれ

なんかも展示することになって、あそこが鉄道だとかいわゆるそういうもんにかかわる、かなりの

やっぱり観光客を集める施設になっている。そういうことを考えると、やはり今のフォッサマグナ

ミュージアムよりも、そちらに移設して、観光客の目玉になることのほうが、はるかに利益をもた

らすんではないかというふうに考えますけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

黒姫号に関しましては、小学校に行く前は、谷村美術館の横にあった時代もございます。 

そういう中で、一番いいとこというような形で持っていくんですが、やはり塩害だとかもあって、

紆余曲折しながら、今の状況になっております。 

そういう中で、今、議員ご指摘のように、有効活用ということになれば、せっかくの、我々黒姫

号を持っておりますし、そのファンが、結構、全国におるというのも承知しておるわけでございま

すので、今、ご指摘のようになるべく近くにいろんなものがあったほうが、この鉄道ファンの皆様

には喜んでいただけるのではないかなと捉えておるわけでございますので、その辺を検討していき

たいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

ありがとうございます。 

今、フォッサマグナミュージアムにある機関車については、屋根がついてるんですね。でも、周

りが全部オープンで、やはり見るとさびが来てます。それを含めて、ぜひとも有効活用していただ

ければというふうに思います。 

以上で、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、山本議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

東野恭行議員。 〔２番 東野恭行君登壇〕 

○２番（東野恭行君） 

清政クラブの東野でございます。よろしくお願いします。 

ただいま、質問にございました蒸気機関車の黒姫号の活用について、関連質問させていただきた

いと思います。 

黒姫号のメンテナンスと活用について、世界でも、実用のＳＬとしては大変珍しいものとされる

黒姫号、国産最後の蒸気機関車と聞き及びます。平成１９年の第３回糸魚川市議会定例会の会議録

では、当時の展示方法と活用の仕方が議事録として残っており、現在、フォッサマグナミュージア

ムに展示されておりますが、現物を見ると、かなりさびなどの老朽が目立ってきているように感じ

ます。定期的にメンテナンスのほうを行っているとは思いますが、現在の管理体制とフォッサマグ

ナミュージアムに展示したときの、ミュージアムと黒姫号の関連性をどのようにお考えか、質問さ

せていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 磯野 茂君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（磯野 茂君） 

お答えいたします。 

先ほど、ご答弁させていただいたとおり、地域の地下資源に関係した資料ということで、最もフ

ォッサマグナミュージアムが地域の大地の成り立ちですとか、糸魚川市地域の岩石類の多さ、豊富

な地下資源などとも関係した資料ということから、フォッサマグナミュージアムに設置をされてい

るというふうに認識をしておりますので、当時としては適切な判断ではなかったかなというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

東野恭行議員。 〔２番 東野恭行君登壇〕 

○２番（東野恭行君） 

よくわかりました。 

それで、メンテナンスのほうは定期的に行っていただいてるとは思うんですが、どのような、今、

メンテナンスを施されていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 磯野 茂君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（磯野 茂君） 

お答えいたします。 

先ほど申し上げた、江戸東京博物館での展示の際にリニューアルをしておりまして、その当時の

リニューアルのままミュージアムのほうに設置をして、以降につきましては屋根つきで保存してお

りまして、大分、おっしゃるとおり傷んではきてはおるんですけれども、かえってミュージアムに

設置されて以来は、大々的なリニューアルといいますか、改修工事については実施をしていないと

いう状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

東野恭行議員。 〔２番 東野恭行君登壇〕 

○２番（東野恭行君） 

ありがとうございました。 

黒姫号は、糸魚川小学校に展示されていたころから、市民の方々によりメンテナンスされ大切に

保存されており、糸魚川市にとっても大切な観光資源であると考えますし、有効に活用されるべき

だと考えます。 

平成２７年２月にジオパルがオープンしましたが、年々、来場客もふえておりますし、長年愛さ

れた黒姫号にとっても関連性の深い、注目の観光施設であると考えます。移転となると、再度、費

用のほうがかかることから、慎重な審議が必要であると考えますが、これらを踏まえ、黒姫号をジ

オパルに有効に保存・活用していただきたいと要望させていただき、関連質問を終わりたいと思い
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ます。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

東野議員の関連質問が終わりました。 

ほかに、関連質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

関連質問なしと認めます。 

暫時休憩します。 

５０分まで、暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時４０分 休憩〉 

 

〈午後１時５０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 〔１０番 保坂 悟君登壇〕 

○１０番（保坂 悟君） 

公明党の保坂 悟でございます。 

発言通告書に基づき、１回目の質問を行います。 

１、権現荘経営の問題点について。 

(1) 設置目的のための赤字想定額についてはどうか。 

(2) 支配人の民間登用の提案者と当初の目的についてはどうか。 

(3) 支配人の民間登用と公会計の整合性について。 

① 支配人の裁量権の支出をどのように見ているか。 

② 売り上げを伸ばすための費用をどのように見ているか。 

③ 平成２７年度の２,０００万円の黒字目標の算出内容と結果はどうか。 

④ 平成２８年度の１,８００万円の黒字目標の算出内容と結果はどうか。 

(4) 支配人の裁量権のコスト管理について。 

① 飲食サービスによるリピーターづくりの成果の分析はどうか。 

② 支配人が宿泊した客室の費用と通勤費の扱いはどうか。 

③ 支配人が個別に購入した品目の扱いと、警察への相談の経過はどうか。 

④ 糖質ゼロのお酒の売り上げの扱いはどうか。 

(5) 記録や伝票を残さない手法の責任者についてはどうか。 

(6) 権現荘の経営問題の市民説明の方法についてはどうか。 
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２、Ｙ中学校いじめ問題に関する調査結果報告書について。 

(1) いじめ専門委員会の報告書の扱いについて。 

① 本日までに報告書に対する異議申し立てはあったか。 

② 報告書のホームページ公開はどうか。 

③ 保護者説明会において報告書の内容を説明しないのか。説明していないと思いますので、

説明しないのか。 

(2) 相撲クラブ指導者と特別スポーツ推進委員の反省について。 

① 報告書にある事件隠蔽についてはどうか。 

② 「相撲のまち、糸魚川」の市の取り組みに対する認識はどうか。 

③ 相撲クラブを続けるために何が必要であると考えているか。 

(3) Ｙ中学校の教職員の考えについて。 

① 今年度の中学校体育連盟の大会参加の判断理由はどうか。 

② 学校の補習とクラブの練習の優先度はどうか。 

③ 平成２７年の秋、当時の教育長の指示で校長等の教職員がクラブ指導者に謝罪をしてい

るが、理由は何か。今から見てどう考えるか。 

④ 「相撲のまち、糸魚川」の認識についてはどうか。 

(4) 糸魚川市教育委員会の考え方について。 

① 国体選手の育成と学校教育の優先度はどうか。 

② 教育基本法の精神に違背するとあるがその認識はどうか。 

３、今後の学校教育環境について。 

(1) 小中学校における避難所機能の拡充について。 

① 一般教室へのエアコン設置はどうか。 

② 多目的トイレやエレベーターの設置はどうか。 

③ 太陽光発電の設置と自家発電機と投光器の点検はどうか。 

(2) 学力向上について。 

① 学習習慣の定着の取り組み状況はどうか。 

② 将来の職業の変化を見据えたキャリア教育はどうか。 

③ 図書館司書や読書通帳など読書環境の拡充はどうか。 

(3) 障害児の教育支援について。 

① 発達障害等の教育支援はどうか。 

② 障害者雇用に向けた教育支援や雇用支援はどうか。 

③ 障害児に対する市民理解への取り組みはどうか。 

(4) 不登校やひきこもりに対する支援について。 

 在学中と卒業後の教育支援と社会復帰支援はどうか。 

(5) 教職員の負担軽減について。 

① いじめや不登校への対応支援はどうか。 

② 部活動の顧問への対応支援はどうか。 

４、地域活性化策について。 
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(1) 誘客ターゲットの細分化について。 

 糸魚川市の誘客戦略として四季別の観光プラン、目的別プラン、これまでにない概念による

限定プランの創設をすべきと考えます。糸魚川らしさに新しく価値を付加する取り組みはどう

か。 

(2) 駅北大火後の復興とにぎわいづくりについて。 

① 条件別定住促進策はどうか。 

② サテライトオフィスの推進はどうか。 

③ 復興シンボルとして実物大ガンダムの誘致作戦はどうか。 

④ 名探偵コナンの謎解き街歩きゲームの導入はどうか。 

(3) 糸魚川市の立地を考えた広域連携施設整備について。 

① ５０メートルプールの設置はどうか。 

② フィッシングポートの設置はどうか。 

③ 雪遊び公園の設置はどうか。 

④ 登山とバックカントリースキーの受け入れはどうか。 

⑤ サイクリングコースの拡充はどうか。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保坂議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、設置目的を達成するとともに、収支については黒字を目指して

運営してまいりましたが、結果として赤字になった年もありました。 

２点目につきましては、平成１９年と２０年度は、能生事務所長が支配人を兼務しておりました

が、中越沖地震やリーマンショックの影響により、管理運営が厳しくなったことから、民間的な経

営手法を導入するため、小林元支配人を採用することといたしたものであります。 

３点目の１つ目につきましては、元支配人に一定の権限があったものと考えますが、範囲や基準

を明確にして、販売促進費から支出するものなど、会計処理を行うべきであったと考えております。 

２つ目につきましては、営業活動における手土産代は交際費から、メディア掲載料などは広告宣

伝費から支出しておりました。 

３つ目につきましては、平成２７年８月のリニューアル後の１年間の黒字目標は２,０００万円

といたしましたが、日帰りの利用者数がふえたものの、宿泊者数が減となり、結果として運営収支

は４０８万円の黒字にとどまりました。 

４つ目につきましては、平成２８年度は黒字目標を１,８００万円といたしましたが、入り込み

は目標を下回ったものの、営業外収入があったことや食事の原価率を下げたことなどにより、結果

として収支は約１,３００万円の黒字となりました。 

４点目の１つ目につきましては、平成２７年度にサービスした個人・団体８４組のうち、平成

２８年度に来訪いただいたのは２８組であります。 
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２つ目につきましては、住民監査請求に基づき算出した宿直時の費用は、冷暖房費など約４万円

であります。 

通勤手当は、平成２６年度からは支出しておりません。 

３つ目につきましては、仕入れた食材や飲料品など、在庫管理を定期的にしておらず、内部監査

の指摘により、その後、改めております。 

警察では、第三者から提出された告発状を踏まえ、捜査が行われており、市も捜査に協力すると

ともに、相談をいたしております。 

４つ目につきましては、元支配人からの聞き取りでは、糖質ゼロの清酒については、飲み放題プ

ランとして使用したものや、お客様のサービスに提供したものもあるとのことであります。 

５点目につきましては、サービスも記録すべきであり、現場の責任者である支配人の職務であっ

たと考えております。 

６点目につきましては、これまでも市議会一般質問や所管の委員会での内容は公開されておりま

すが、一定の段階で広報等で報告したいと考えております。 

２番目と３番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

４番目の１点目につきましては、観光客の動向やニーズを的確に捉え、プランを提供していくこ

とが大切だと考えており、今後も着地型観光の推進を図ってまいります。 

２点目の１つ目につきましては、移住者の年齢層や家族構成などに応じた移住・定住支援を行っ

ております。 

また、被災エリアへの移住につなげるための支援制度の拡充も検討してまいります。 

２つ目につきましては、新たなにぎわい創出の中で検討してまいります。 

３つ目につきましては、所有者や権利者からは誘致については難しいとの回答を得ているところ

であります。 

４つ目につきましては、一事例として参考にしながら、糸魚川らしいにぎわいづくりに向けて努

めてまいります。 

３点目の１つ目につきましては、建設費や維持管理経費など、難しいと考えております。 

２つ目につきましては、姫川港においては、港湾整備中であることから、現段階ではフィッシン

グポートの設置は困難な状況であります。 

３つ目につきましては、青少年事業や家庭教育支援事業などで、子供を対象とした雪遊びや雪上

での自然観察などを行っております。 

４つ目につきましては、小谷村などとも連携をしながら、登山客の受け入れに努めております。 

バックカントリースキーにつきましては、危険が伴うため、危険に対する周知に努めております。 

５つ目につきましては、近年、自転車の愛好家やインバウンドの利用者がふえており、目的に応

じたコースの設定を検討いたしております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

保坂議員の２番目の質問にお答えします。 

１点目の１つ目につきましては、異議申し立てはありません。 

２つ目につきましては、個人情報保護の観点などから、ホームページでの公開は考えておりませ

ん。 

３つ目につきましては、保護者会では報告書にある背景と原因について要点を説明し、いじめ防

止に向けた取り組み方針を、資料に基づき説明をいたしました。 

２点目の１つ目につきましては、報告書の記載のとおり、事実を承知した後、すぐには学校や保

護者には伝えておりません。 

２つ目につきましては、県のマイタウンスポーツ事業として取り組んできたもので、関係団体と

協力して推進してまいりました。 

３つ目につきましては、活動や寮での生活についてのルールづくりと、その遵守が必要と考えま

す。 

３点目の１つ目につきましては、運動クラブ側が、学校の教育活動を優先にすることを校長が確

認したことから、学校として大会参加を許可いたしました。 

２つ目につきましては、学習活動が優先されるものです。 

３つ目につきましては、健康管理上のお知らせを保護者にだけ伝えたことから、運動クラブ指導

者から指摘がありましたが、両者に伝えるべきということで謝罪をいたしました。 

４つ目につきましては、学校が過剰に配慮したという認識はありませんが、報告書で指摘されて

いる点は、反省しております。 

４点目の１つ目につきましては、知育・徳育・体育の力をバランスよく育成することが大事と考

えております。 

２つ目につきましては、報告書における厳しい指摘を、真摯に受けとめております。 

３番目の質問にお答えします。 

１点目につきましては、市立学校２１校中、普通教室のエアコンは３校、多目的トイレは１３校、

エレベーターは９校、太陽光発電設備は５校で設置しております。 

また、発電機等投光器は全学校に配備し、年に数回、点検しております。 

２点目の１つ目につきましては、小学校では家庭学習カードを使って定着を図っております。 

中学校では課題を出し、予習・復習についても点検を行っております。 

２つ目につきましては、社会人としての基礎・基本を身につけること、望ましい勤労観・職業観

を育むことを目指しております。 

３つ目につきましては、学力向上につながる読書環境の整備について、引き続き取り組んでまい

ります。 

３点目の１つ目につきましては、特別支援学級・通級指導教室で個別の教育支援に努めておりま

す。 

２つ目につきましては、教育支援としては、高田特別支援学校・白嶺分校で就職に向けての企業

実習や、職業訓練を実施しており、卒業後、就職された方には、ジョブコーチなどが支援を行って
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おります。 

３つ目につきましては、一貫教育方針の中に、特別支援教育を位置づけており、ことしは教育懇

談会で市民理解を図っております。 

４点目につきましては、不登校児童・生徒には、担任や相談員が家庭訪問や保護者との面談によ

り対応をしております。 

今年度は、保護者の会を開く予定であります。 

５点目の１つ目につきましては、今年度、生徒指導支援員を配置し、各学校を巡回し、教職員へ

のアドバイスを行っております。 

２つ目につきましては、県のスポーツエキスパート事業により、外部指導者から支援を受けてい

る部活動があり、今後の活用については、調査・検討してまいります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

それでは、権現荘の件からお願いいたします。 

設置目的については、黒字を目標にされてきたと言うんですが、毎年のように赤字が出てきたも

のに対する達成度のこの見方っていうんですかね、それはどのように行ってきましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

その都度、決算の状況を分析、あるいは振り返りながら、次年度に向けての取り組み、あるいは

また過去で反省すべき点等を改善しながら、取り組みをいたしてきたとこでございます。 

なお、これまでの間に、皆様からご指摘のあった点については、改めて平成２８年度の取り組み

の中で改善をしたというとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

今、会計的に多分、赤字のことを言われたかと思うんですが、そうではなくて、設置目的のため

のその評価っていうものがあるかと思うんですね。それに対して、本来で言うその赤字想定額って

いうものがあって、でも、その設置目的のために取り組んだっていうことを、毎年、多分、評価し

てこないと、設置目的がうたわれているのに、その辺の達成度っていうものを、毎年チェックして

きたかと思うんですよね。そこを、聞いておるんですけど、意味わかりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

失礼いたしました。 

設置目的については、地域住民の福祉の向上、都市と農山村の交流促進ということで、地域振興

を図る目的で権現荘を設置いたしております。これについては、なかなか数値的なものでの評価と

いうのは難しいわけですけれども、地域振興をしていく中で、一定程度、行政の負担が生じるとい

うのは考えられるところかなと思いますけれども、やっぱり料金収入で運営できるようにというこ

とを目標に、黒字を目指して運営してきたというところが、運営の考え方の基本のとこでございま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

会計のことは、また後で聞くんですが、やはりその設置目的に対して評価をしていかなければな

らない施設だと思うんですよね。それが、今の答弁だと、やっぱり何もしてこなかったってことに

なるんですか。それでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

設置目的につきましては、金子部長が申しましたとおり、住民の福祉の向上とか、都市と農村の

交流とかありますけども、総じて地域振興なんだということであります。したがいまして、権現荘

を運営すること自体が、存在すること自体が地域振興であるということでありまして、権現荘を運

営していくということで、その運営していることによって、設置目的が達成されるということであ

ります。そういったことで、設置目的によって、じゃ、経費的にどれぐらいかかるとか、そうでは

なくて、全体としてそういう地域振興に資するということになっておりまして、そういったことで、

全体として地域振興のために運営をしますけども、全体として黒字を目標にしたというものであり

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

権現荘、施設がそこにあることが、地域振興であるっていうことですか。よくわからないんで

すよ。その設置目的に見合った、その何ていうのかな、その変化なり、この守られてるものが何

なのかっていうことを言わないと、それは設置目的を達成したことにはならないと思うんですね。

そこを聞いておるんですけど。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 



－ 103 － 

＋ 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

権現荘の存在、並びに管理運営自体が地域振興というのは、例えば具体的に申しますと、地域

の雇用に資するということになりますし、また、食料等の調達についても、地域の食料を調達す

るということで、そういった面で存在なり、管理運営自体が地域振興に資するというふうに考え

ているものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

となると、その権現荘を守るための赤字想定額ってないと、やはり判断が困ると思うんですよ。

それを聞いておるんですわ。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

じゃ、その地域振興のために、どれだけの赤字額を想定しているかということでありますけども、

赤字額、地域振興に資しますけども、全体として黒字経営を目標にしてきたというものであります。

ただ、そういったところで、その年その年によりまして、赤字が出たほうが多かったということで

あります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

赤字の出ることを否定しているんじゃありません。要は、皆さんが権現荘が、その設置目的をす

るために必要な施設であると。今、言われた雇用であるとか、食料調達をするためには、今、言っ

たように現実問題として１,５００万円とか３,９００万円とかって、赤字切ってきてるわけですよ。

ある程度、それを想定した中での運営をしていかないといけないでしょう。だから、市としては、

どのくらいは許せる範囲なのかっていうのが、なければおかしいんじゃないですか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

お答えいたします。 

柵口温泉事業特別会計への会計の繰り出しについてでございますけれども、地域の福祉に資する
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ためにということで、基準内の繰出金ということで、基準を設けさせていただいてございます。

１つにつきましては、公債費の元金償還分、それと公債費の利子償還分、それと今、運営してござ

いますけども、教育目的利用の補填分、それと柵口温泉センター管理事業分、それと都市交流促進

センター管理事業分ということで、会計繰り出し基準を設けております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

すみません。私、理解力がなくて申しわけないんですが、そういったものを含めて、やっぱりど

れぐらいの限度額っていう想定があると思うんですが、もし、ないってことになれば、湯水のごと

く使ってもいいってことになっちゃうんですけど、それでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

今の、能生事務所長が申し上げましたのは、いわゆる基準内繰り入れということで、起債の償還

等で交付税で算入されたりする部分を、基準内で繰り入れるということの話を申し上げました。 

議員がおっしゃられているのは、権現荘を運営する上で、どれくらいを地域振興のためというこ

とで、一般行政で想定されるのかというご質問だと思っておりますけれども、その部分については、

先ほど私も申し上げましたように、ある程度の地域振興のため、副市長が申し上げました施設を存

続・運営していくためにというのは、考えられると思いますけれども、金額的にはできるだけ、運

営は料金収入で運営できるようにという、黒字を目指して運営するというスタンスで取り組んでま

いりましたので、じゃ、どれぐらいの金額が可能なのかというような、具体的な金額設定というの

はいたしておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

経営上の利益で回していきたいというのはよくわかるんですが、でもその地域振興とか設置目的

を達成するために、権現荘を守らなきゃいけないって、そちら側が言ってるわけですから、不測の

事態に耐え得るだけの、やっぱり考えっていうのがあってしかるべきだと思うんですよね。それを

もう、想定してないということで、じゃ、理解しました。ちょっと驚きですね。 

じゃ、次、２番目、民間登用の当初目的についてですが、支配人の民間登用を提案した当時、収

支改善の手法や方法について、誰がどのように検討されていたのか。赤字解消が目的であったのか、

再度、ちょっと確認させてくださいい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほど、市長答弁でも申し上げましたけれども、権現荘の元支配人採用時においては、非常に中

越沖地震あるいはリーマンショックで、それまで平成１０年代の運営からみると、非常に厳しい状

況になってきたというところで、民間的な経営手法をお持ちの方に権現荘の現場での運営を、ノウ

ハウを使って運営をしていただくという考え方で採用いたしたものであります。 

そういう中におきまして、いろんな今までの取り組みの改善等を実施をいたしたとこでございま

すけれども、過去の流れとか規定されている分野の中で、一足飛びにはなかなか改善をできない。

そういうところで、平成２１年に採用されておりますけども、平成２１年・２２年・２３年という

中で、改善をされてきたとこでございます。 

その中で、施設についても非常に老朽化をしていると。特に、権現荘の本館については老朽化し

ていると。それから、増築増築というような形で施設がなってきたもんですから、その辺の全体的

な管理のしやすさとか動線の改善というような部分も、課題として挙がってまいりまして、それで

平成２６年・２７年と、リニューアルをして取り組んで、新しい施設の中で実施をしていこうとい

うことでの取り組みをして、経過にいたったわけでございます。 

平成２７年度の運営については、これまでもご指摘のあったとおり、リニューアル後ということ

でありましたけれども、リニューアル中の休業に伴う赤字が大きくあって、それをリニューアル後

回復、それを取り戻すだけのなかなかの収益が上げれなくて、結果的に平成２７年度の決算につい

ては、赤字になったという流れでここまで来ております。 

そういう中において、指定管理に移行する中で、今までの教訓も踏まえて、さらなる地域振興の

ための運営の取り組みを進めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

すみません、ゆっくり言いますね。 

支配人の民間登用を提案した当時、収支改善の手法や方法について、誰がどのように検討されて

いたのか。そのときの目的は、赤字解消でいいのかって聞いてるんです。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

誰がと言うよりは、能生事務所並びに総務部関係並びに市全体で、その辺の検討をしてきたとい

うものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

誰か提案しなきゃ、話、テーブルにのらないでしょう。単純なことを聞いてるだけですよ。お願

いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

誰がと言うのは、当時、やっぱり先ほど言いましたように、能生事務所長が権現荘の支配人を兼

務しておりましたので、そういう中において経営の状況、厳しい状況もあるし、さらに兼務の状態

でございましたので、今、副市長がお答え申し上げましたように、役所の中全体の協議の中で、民

間の方からおいでいただいて、民間的な手法を取り入れて、次につなげていくという話が出て、小

林元支配人というような形で採用の応募をして、採用決定したということになっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

今の答弁で、私の解釈でいくと、能生事務所長が兼務しておって大変だったんで、民間登用を検

討してくれと。それが挙がってきたから皆さんで話し合って、応募かけて、支配人を登用したとい

うことでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

一番最初の言い出しっぺが誰なのかというところは、ちょっと今現在のところでは確認できませ

んけれども、関係者で話をした上で、そのようなことになったということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

誰が言い出しっぺかもわからない状態で、ずっと７年間やってきたっちゅうことですね。驚きで

すね。 

支配人登用の目的すら、今、はっきり言ってもらえなかったんですが、金子総務部長が、これま

で答弁している、この「営業による売り上げを主目的とする支配人の登用」という言い方をしてき

たんですけども、それっていうのは、いつ、どこでその方針になっているのか。もう当初から、そ

ういう方針だったのか、途中で変わったのか、そこ、ちょっと確認させてください。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

営業が主目的というのではなくて、元支配人を採用いたしました本来のところは、先ほど来申し

上げておりますとおり、厳しい経営の状況に民間的な手法を取り入れて、経営改善につなげていく

ということであります。結果として、元支配人の営業力が民間的手法の中では、私どもが今までや

ってきたような営業力ではなく、新しい手法、あるいは新しい考えで取り組みをしてきたというと

ころを、お話し申し上げたところでございますけれども、市としての考え方としては、経営の民間

的手法を入れた経営改善につなげていきたいというところでの登用でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

やっぱり、聞けば聞くほどわからないんですわ。前、金子総務部長は、その支配人の民間的な、

要は売り上げを伸ばすっていうところに重点を置いたんだ。だったら、営業部長でいいじゃないか

と、私、答えてると思うんですよ。 

その方針自体は最初からあったのか、そうではなくて、いわゆる一般論的に支配人として、その

施設全体を会計から労務管理から、何から何まで管理する人間として雇ったのか、その辺が曖昧な

んで、もし、当初と目的が変わっているんであれば、どこで変わったのかと。いや、違うんですと。

最初から全体を管理するんですよと。その辺を、きちんとわかるように説明していただきたいんで

すが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

昨年９月の総務文教常任委員会でもお話し申し上げたかと思っておりますけれども、全体的な権

現荘の管理、予算面の管理であったり、現場の管理であったりという部分については、能生事務所

と現場を管理する責任者の権現荘支配人と、分担するような形での管理でございました。 

細部の細かいところの、裁量権の範囲とかその辺について、不明確だった点については、これま

でもお話し申し上げたように不十分であって、その点は、当初の段階から明確に、細かいところま

で裁量区分の明確化をしておく必要があったというふうに考えております。 

管理全体的には、現場の管理については権現荘支配人、予算・決算の全体的な管理については能

生事務所長ということでの、大ざっぱな管理の区分でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 
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○１０番（保坂 悟君） 

今の答弁を踏まえて、支配人の主目的は、その営業で売り上げを上げることじゃなくて、全体の

管理ということでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答え申し上げます。 

先ほどの繰り返しになりますけれども、支配人については権現荘の現場の管理。現場の管理とい

うのは、当然、宿泊される方、利用される方、あるいは現場での物品の調達、あるいは職員の現場

での管理・指導、こういう部分については、支配人の管理の責任の範疇だということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

やっぱりわからないんで、次の質問行きますわ。 

民間登用と公会計の関係になります。 

支配人の裁量権について、先ほど市長が答えたんですが、６月議会一般質問で、市長は、一定の

裁量権はあると考えますが、その範囲や基準を明確にすべきであったと回答していますが、つまる

ところ、範囲や基準がなかったことを認めております。市長の答弁が事実なら、元支配人は自身で

勝手に裁量権を判断できたっていうことになるんですが、それでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

裁量権については、権現荘の支配人については、規定上は能生事務所に所属する出先機関の長と

いう位置づけであります。したがって、出先機関の長としての決裁・裁量権があるということであ

ります。 

ただ、先ほど来申し上げておりますように、予算の管理、それから決算管理全体については能生

事務所が所管をしておりましたので、細かい部分の裁量権の項目・内容を、細部にまで決めておく

必要があったというふうに思っておりますが、それが、当時の状況では細かいところまで定めてな

かったので、支配人が自分の機関の長としてできる範囲内だというふうに理解をして取り組んで、

結果となった部分があるということであります。そういう部分について、あらかじめ細部まで取り

決めて、相互に確認をしていく必要があるということで、先ほど市長が申し上げたとこでございま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

だから、今のその答弁を聞くと、元支配人は自身で勝手に裁量権を判断できたということでよろ

しいですよね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほども市長が答弁してきたように、元支配人にも一定の権限があったと考えております。 

ただ、その辺の範囲や基準を明確にしてこなかったという反省はあると思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

確認します。だから、支配人は自分の勝手な判断で裁量権を行使できたっていうことですよねっ

て、念を押しているじゃないですか。何で答えないんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

保坂議員の質問をとりますと、支配人が勝手に何でもかんでも裁量権があったんだねというふう

にとれるんですけども、先ほど私、申し上げましたように、機関の長としての裁量権の範囲内で、

能生事務所長との分界点を、細部まで明らかに明示しておく必要があったということであります。

何でもかんでも裁量があったということではなくて、機関の長としての裁量権の範囲内で、能生事

務所長との細かい裁量の分界点を明らかにしておく必要があったということであります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

そうしますと、その出先機関の裁量権というのは具体的に何ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

例えば食料等、食材料等の仕入れに関することとか、あるいは現場でのお客様の対応での裁量の

範囲とか、そういうようなことが機関の長の範囲内であります。予算的なものもありますし、現場

の管理という部分で機関の長が、その施設の中の通常の運営といいますか、お客さんとの接客とか、

先ほど来申し上げております職員の指導とかという部分について、現場の長の裁量ということでご
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ざいます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

例えばその営業目的で、お客さんと飲酒を交わすとか、またお刺身をメニューを変えるとかって

いうのも、結局、実際やってきてるんだけども、基準がない、上限がない。市長だって認めてるん

ですよ。だから一定の裁量権はあるんだけども、範囲や基準を明確にしてこなかったと、はっきり

言ってるんですよ。となると、行政が何を言おうとも、この期間でやってることについては、支配

人の裁量、まさに裁量ですよ。言葉かえると、勝手な判断でできたってことでしょうって言ってる

んですよ。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

勝手な判断でという表現が、少し私は抵抗を感じるとこであります。 

やはり、支配人として権現荘のために、よかれとして判断したものだと思っておりますので、勝

手ではなくて、支配人として、権現荘のためにということで考えて判断した裁量権だと思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

今の答弁を受けますと、じゃ、これまで支配人が行ってきた全てのことは、全部、よかれと思っ

てやってきたことという認識でよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

支配人がよかれと思ったということでありまして、私ではなくて、支配人がそう思って判断した

ものと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

そういうのを、勝手に判断したって言わないんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほども申しましたとおり、勝手にということになると、少しその辺の表現的にはどうかなとい

うことでありまして、その辺を訂正をさせてもらったというものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

答えになってませんよ。だって、支配人がよかれと思ってやったことを、よしとしてしまえば、

勝手にやったことも、よしとして認めたことになるんですよ。道理でしょう、だってそれ。そんな

あべこべな答弁ありますか。確認しますよ、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

ですので、先ほど来から市長が申しましたとおり、一定の権限があったものと考えますが、範囲

や基準を明確にしてこなかったという反省をしているということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ここ、大事なところなんで、だから何遍も確認しますけど、その一定の基準がなかった範囲内で、

支配人がやってきたことは、自分の判断でやってきてるわけですから、それを行政が認めたってい

うことでいいですかって聞いてるんですよ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

支配人がそのようにやってきたものでありますけども、振り返ってみて、私らとしても、これは

一定の基準や範囲の中ではなかったものも、私らはあると思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 



 

－ 112 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

ということは、よかれと思ってやってきた内容でも、行政としては認められないものもあったと

いうことでよろしいですね。 

じゃ、次に、売り上げ向上のための費用については、食の館プランとして、元支配人と能生事務

所で検討されていると思うんですが、その戦略費用っていうのは、これはお互いに決めてきたと思

うんですが、どのように見積もってきたのか。また、その広告宣伝費等、費用対効果っていうもの

を、どのように判断してきたのか。過去のことですからね、もう決算済みですから資料あると思う

んですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

お答えいたします。 

売り上げを伸ばすための費用の内訳としまして、広告宣伝費と交際費がございます。 

広告宣伝費につきましては、平成２１年度２,２７１万７,０００円、平成２２年度４９７万

２,０００円、平成２３年度５７２万６,０００円、平成２４年度７５６万６,０００円、平成

２５年度７９５万６,０００円、平成２６年度７３２万８,０００円、平成２７年度６４６万

２,０００円、平成２８年度３１３万２,０００円でございます。 

交際費につきましては、平成２３年度５万４,０００円。それで、それぞれメディアに対しての

広告ですとか、広告等を上げまして、県外等に放送等のものを流してございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

今、つらつらっと、いろいろ数字言っていただきましたが、当初、やっぱり目的があってそうい

う費用を使うわけですよ。決算のときに、どれくらい効果があったかって、やっぱり確認しますよ

ね。それが、どのくらいの効果があったかっていう、もう決算してるわけですから、各年度でそう

いうのあるでしょうって。それ、どういうふうに評価してますかって聞いてるだけなんですけど、

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

今、広告宣伝費等を、能生事務所長のほうで申し上げましたけれども、それぞれ営業活動という

ような考え方の中で、長野県方面であったり、富山県方面であったりのマスコミ、あるいは雑誌、

そういうものへの広告宣伝を行っております。 

ただ、相乗的に口コミであったり、あるいは利用された方のリピートであったりというようなこ

ともありますので、この宣伝方法でこれだけの効果があったかというのを、なかなか分析できない、



－ 113 － 

＋ 

効果測定できないというところがあります。一定の前年度の宣伝をした手法であったり、あるいは

方面であったりというものを、前年度のを振り返りながら、その後、次の年の宣伝の方法とか、あ

るいは方面とかいうものを、取り組みする上で、前の年の状況等を振り返りながら実施をするとい

う形で、検証の形をとって対応してきております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

今、金子総務部長が言われた、その前年度を見てやるやり方っていうのは、まさに役所的なやり

方であって、民間はこの手法でやってだめだったら、違う手を考えるんですよ。そういうのを期待

して登用されたんじゃないんですか。前年対比で、要は成果が上がってなかったわけですよね、少

なくとも前段。それに工夫を加えるのが民間的手法だと思うんですが、そこは確認されましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

ちょっと細かいところは、私も手元に資料とかございませんけれども、元支配人のほうからは、

前年度を見ながら、次はこういう方法がいいね、次はこういう手法で、あるいはこういう方面にこ

ういうターゲットで営業をかける必要があるというようなことは、能生事務所と打ち合わせをしな

がら取り組みをしていたと。そういう、当然、意見を出しながら、取り組みをしていたと。また、

そういう外部のエージェントの方とかというような話とかも、元支配人が入手をしたり、いろんな

方面の専門的な活動をされている方のご意見を聞いたり、あるいは利用者の方の意見を聞いたり、

そういうことについては、元支配人のほうで実施・取り組みをし、そのような提言をする中で、能

生事務所と相談をしながら取り組みを進めたということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

じゃ、結論としては、やっぱり効果は分析できてないし把握もしてなかったってことになります

けど、それでいいですね。 

あと、さっき市長答弁の中でちょっと気になったので、平成２７年度の２,０００万円の黒字目

標の算出内容と結果はどうかというとこで、４０６万円の黒字になりましたってあったんですが、

あれ黒字だったでしたっけ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 
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平成２７年度の、先ほど申し上げましたのは、リニューアル後１年間の収支ということで、黒字

になったというふうに申し上げました、約４００万円。平成２７年度のリニューアル前に、一部休

業していたときも含めての考え方でいくと、決算で昨年ご報告したり赤字でございました。先ほど、

市長申し上げたのは、リニューアル後１年間ということで申し上げましたので、その点について、

ご理解、誤解のないようにお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

通告書を素直に読んでくださいよ。何でそんな変化球みたいなの投げるんですか。もう、何か心

乱れてますよ、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

私も、ちょっと舌足らずの説明でございましたけれども、２,０００万円の目標という部分につ

いては、リニューアル後ということでお話をさせていただきましたので、２,０００万円の目標に

対するというところで、平成２７年度リニューアル後ということで、お答えをさせていただいたと

こでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

通告書の内容、平成２７年度の２,０００万円の黒字目標のって、こういうふうに言われており

ますが、平成２７年度４月から翌年３月までの当初予算の目標は１,０００万円でございました。

リニューアル後１年間の目標ということで、２,０００万円ということで、当時、お話をさせてい

ただいたと思っております。 

それで、あくまでもリニューアル後、売り上げを伸ばすんだよということで、先ほど私も申し上

げましたように、リニューアル前の赤字の状態を、リニューアル後取り戻して、さらに黒字を上げ

るんだという目標を掲げたわけですけれども、結果として、平成２７年度決算で、全体では赤字に

なったということであります。 

ただ、平成２７年のリニューアル後の１年間については、黒字を目指していくんで、

２,０００万円の目標を立てたということであります。それに対しては、リニューアル後の１年間

では、リニューアル後、利用客も宿泊・日帰り客等がふえた状況もあったんですけれども、結果と

して、４００万円の黒字にとどまったというご説明をさせていただきました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 
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○１０番（保坂 悟君） 

じゃ、当初年度は１,０００万円って言いましたっけ、目標ぐらいで、途中からリニューアル後

のあれで２,０００万円、でも、結果は４００万円だったということですね。 

ただ、このときに俺、３月議会でしたかね、能生事務所長にこの目標、大丈夫かって言ったら、

何かリニューアル後は、リニューアルするんで、請う御期待って言われた印象がすごく強くって、

その割には大したことなかったなと思ってたんですけど、じゃ、それは理解しました。 

何が言いたいかっていうのは、要は、その目標設定がでたらめじゃないかってことを言いたかっ

たんですよ。目標に対してのその取り組み。だから、ここに書いてあるように、その算出内容教え

てくださいっていうことと、その算出した結果どうだったかってことを聞いてるんで、そこ、答え

られますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

お答えいたします。 

今、ちょっと平成２８年度について、説明させていただきますけども、客単価の向上と日帰り入

浴部門の収支というようなことで項目を設けまして、目標を客単価、あるいは宿泊１人当たりの費

用、あるいは１人当たりの利益、あるいは目標宿泊入り込み者数というようなことで想定をいたし

まして、かくかく、例えば平成２８年度でありましたら１,８００万円というような形で計上させ

ていただいたものであります。 

ちなみに、平成２８年度につきましては、目標客単価といたしまして１万４,０００円というこ

とで設定をさせていただいておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

そういう設定どおりだったんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

平成２８年度につきましては、目標客単価につきましては１万４,０００円のところ、１万

３,８９０円ということでございます。それと、宿泊における総利益につきましては１,２９９万

４,０００円ということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 
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でも、平成２８年度は、それ全部売り上げじゃないんでしょう。いろんな消費税の分とか棚卸し

分の売り上げ分とか込み込みでの数字でしたよね。純粋な売り上げっていうか、黒字じゃないです

よね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

主なものにつきましては、ちょっと待ってください。 

お待たせしました。平成２８年度につきましては、先ほどちょっと落としてしまったんですけど

も、宿泊者につきまして１万４,０００人に対して、宿泊者が１万２,８００人に対して、

８,９３８人ということで追加させていただきます。 

それと、平成２８年度につきましては、営業利益ということで１,２９９万４,０００円というこ

とでございましたけども、その内訳といたしましては、消費税還付分が７０２万５,０００円、棚

卸し売却分が４５６万２,０００円等を含みまして、実際には１２１万２,０００円でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

しみじみ思うのは、皆さん、権現荘の売り上げとかそういうものに対する意識っていうのが、私

は低いんだなっていうふうに受けとめました。 

次、行きます。飲食サービスのリピーターづくりに使った金額については、前回６月議会で、織

田副市長から、特別会計は収入収支全体の中で、それぞれ経理をしていると。記録や文書がないた

め証拠がなく、きちんとした数字が出せない状態と答えております。 

市長からも、公会計でやってきた細かいところは、なかなか我々はその中に踏み込んでこなかっ

た。また、今、証拠がない中において、それを証明・説明しろと言われても、なかなか今、できな

い。まず、調査から始めなくちゃいけないというふうに答弁されております。 

私が問題にしていることは、この大きな赤字が出て一般財源から補填しているのに、その中身を

誰も確認しないことが問題であると思っております。赤字理由が不確定なものや、証拠がないもの

を、この市民の一般財源から補填することに、罪悪感みたいなものはございませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答え申し上げます。 

先ほど、冒頭のところでもお話ありました。権現荘の設置目的というお話がございました。地域

振興を図るためということでございます。したがって、ある程度の行政負担をという話も申し上げ

ましたけれども、基本的スタンスとしては、料金等の使用料等の収入によりまして、運営していく

という基本姿勢で取り組んでまいりましたので、純粋たる運営部分での赤字については、結果とし
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てそのようなことになりましたけれども、大変不十分、不満足であるというふうに思っております。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

じゃ、ちょっと飛ばしますけども、（４）の③のところ行きます。 

警察への相談についてでありますが、第三者による告発とは別に、糸魚川市のこの相談したスタ

ンスっていうものがどういうものか、具体的にどのような項目で警察に相談されているのかを、確

認のため教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

警察への相談でございますけれども、３月議会でお話を申し上げまして、私ども、市役所内部で

の調査には限界があるということで、警察のほうに状況を説明をしながら、相談申し上げたとこで

あります。その中におきまして、先ほどお話がありましたように、第三者からの告発もあったとい

うことを、警察のほうからお聞きいたしております。 

その中で、相談申し上げたとき、そのようなお話もいただきながら、警察のほうとしても捜査を

行っておるということでございまして、その捜査の状況に市としても全面的に協力をする中で、私

どもの相談事項も含めて、その後も警察での捜査の状況等をお聞かせをいただきながら、捜査の状

況と申し上げても、警察内部でのことでございますので、私どもにお話しいただける部分といただ

けない部分と、当然、ございます。お話しいただける部分の中で、私ども相談をさせていただいて、

お伺いをいたしております。 

警察としては、５月の末ごろの時点では、捜査の結果をその後検察庁に送って、検察庁のほうで

処分の判断になるんだというふうにお聞かせをいただいて、総務文教常任委員会においてもそのよ

うなお話で、６月の議会でご報告をさせていただいたとこでございます。 

その後の警察の状況については、特段、私ども、お知らせをいただけるような状況でもございま

せんので、その後の状況については、私どもとしてもわからないところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

そういう経過じゃなくて、糸魚川市が警察へ行って相談した中身、相談した項目、それは何だっ

たのか、どういうスタンスで行ったのかと。その第三者の告発じゃなくて、糸魚川市のスタンスは

どういうことで相談に行ったのかって聞いてるだけなんですけど、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 
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○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

３月の定例会で各議会のほうへ提出しました、委員会等で提出しました市の調査結果を持って、

警察のほうへ行きました。私らのほうの調査にも限界があるのでというので、逆に、捜査の専門で

あります警察のほうから、ご助言なりご指導をいただきたいと。場合によっては立件についてはど

うかというのもありました。 

ただ、そこへ行きましたら、警察のほうでは、第三者からの告発によりまして、もう既に調査を

してるということでありまして、その調査について協力をさせてもらったということになります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ということは、具体的な項目はないということですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

具体的な項目というよりは、何といいますか、ご助言なりご指導を頂戴をしたいということと、

それから立件できるかどうかというのも含めて相談をしたところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ごめんなさいね。くどいようですけど、ご助言いただくには、どれどれについてって、項目言わ

ないと、ご助言いただけませんよね。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

そういうことですので、３月に議会のほうへ提出した資料を持って、その資料、市のほうの調査

結果の、調査の資料を持って、それを行ってきたということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

そういう意味では究極の質問をしますけど、私らにいただいた調査資料っていうのは、この表に
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書いた聞き取り調査の資料でよろしいですか。もし、この調査報告書で聞いているというふうであ

れば、行政は、どっちかというと支配人の言い分を、ほとんど丸のみしたような状況で調査報告さ

れておるんですけど、それを持っていったってことですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

副市長が申し上げたのは、３月議会というのは、３月議会までの間で議会のほうに提出をいたし

ました調査の内容について、市としてはいろいろとご指摘のある中で、このような調査を市として

実施をしてきたと。また、監査委員からのこういう内容での監査の結果報告等もあると。その内容

等を全部、警察のほうに提供をする形の中で、今、副市長申し上げたようなことで相談いたしてお

ります。市の内部としては、調査ということで、これ以上、市のほうで調査するのに限界があるの

で、警察のほうから助言、あるいは取り組み等お話をいただく中で、相談に行ったということであ

ります。 

結果としては、警察のほうでは告発があって、捜査しているよということでのお話でございまし

たので、市としては全面的に協力をする中で対応をしてきているということでございます。 

したがって、市の私どもの調査では及ばないところについても警察のほうで、どのような中身か

はわかりませんけれども、取り組みをされているというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

私、総文の委員ですけども、要はこの、今までいろんな調査をしたものを、要は市としては是と

して、要はこれは正しいということを調べてもらいたいのか、いや、これは違うというふうにして

調べてもらいたいのか、そのスタンスがわからないんで。要は、疑ってかかってるのか、信じてか

かってるのかがわからないんで、そこをどういうふうな形で警察に相談されたのかなと思って聞い

てるんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

そういう中においては、是としたわけでもないし、非としたわけでもございません。これまでの

調査の中でも、私どもは市の調査として実施をしたけれども、これ以上、じゃ、是なのか可なのか

否なのかっていう部分について、なかなか市の内部としてもできないというところでの相談でござ

いまして、これによって、これまで皆さんのほうからいろいろご指摘がある内容について、状況と

してどうなのかということについて、警察のほうに相談を申し上げたということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

市としては、自分たちで調査してきたことについて、警察の力をかりて、再度確認したいという

スタンスで、じゃ、よろしいですね。わかりました。せっかく、自分たちで調査したのに、是か非

かもわからんちゅうのも、何か気の毒な話ですけど、了解しました。 

続きまして、ちょっと時間がないので、Ｙ中学校の報告書についてに移ります。 

総務文教常任委員会において、この報告書の是非が、ちょっと問われました。なぜか。それは誰

かがこの報告書は真実と異なるという話や情報が流れていたからです。また、調査が偏ってるので

はないかという話も聞こえてきておりました。 

ただ、しかし６月議会でも確認しておりますが、９月議会の一般質問で、異議申し立てがなかっ

たということを確認しましたし、つまりこの報告書を是として解釈しなければいけないということ

を、今、再認識させていただきました。 

さらに報告書は、公開を原則としているため、以前も重大事案がホームページに載っていたかと

思うんですが、この報告書についても、市のホームページに掲載すべきと考えるんですが、先ほど

は、個人情報の関係でしないと言ったんですが、もう一度その理由、前回の重大事案はホームペー

ジに載ってたと思うんですが、これはなぜ、個人名は別に出さなくてもいいと思うんですが、やっ

ぱり報告の内容は掲載すべきじゃないでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

前回の重大事案につきましては、報告書の全ては、ホームページ上には公開されておりません。

そこにおきまして、指摘されたこと、そしてそれを受けて、どのように教育委員会が取り組んでい

るかということについては、ホームページ上で公開をしておるものであります。 

今回につきましては、不特定多数の方が閲覧できるホームページ上に、この報告書を公開するこ

とがいかがかという判断から、現在のところはホームページ上では、公開をしておらないというこ

とでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

その舞台となった中学校の保護者会の説明会においても、要約した内容は説明されたかとは思う

んですが、やっぱり具体的にどういうことがあったのかっていうことは、多分、保護者の方たちは

知らされてないと思うんですよね。これは、やっぱり関係者という形で、そういう方たちには、こ

の報告書の内容、知らせるべきではないですか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

報告書に関係しました、加害、また被害の方、またこの報告書を作成する際に、意見を聴取され

た方々には、この報告書の内容はお伝えはしてあります。ですが、全ての保護者の方々に、この報

告書の内容を詳細にお知らせすることよりも、これから、その報告書を受けて、どのように取り組

んでいくのか、こういう問題を再発させないためにどうしていくのかということを報告し、ご協力

をいただくほうが適切かと考え、そのようにしたものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

物事って、何でもそうなんですが、やっぱり原因と結果ってあるんですね。今、山本課長が言わ

れてるのは、ただ結果の部分を踏まえて対策をっていう話なんです。でも、原因を、やっぱりきち

んと知った上での、その過程があって結果に行かないと、本来のその原因をなくすための作用には、

私はなりにくいと思うんですよ。例えば原文があって、それを要約すると、伝わってるのは、伝言

ゲームじゃありませんが、その意図とするところが伝わらない可能性があるんですよ。だから、せ

っかくお金をかけて、委員の方につくっていただいた報告書については、少なくとも保護者の方に

は見ていただいたほうがいいんじゃないですか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

保護者会では、冒頭、私のほうから、この専門委員会でありました事件の背景について、口頭で

すが説明をさせていただきました。どういう事件があって、そしてその背景にはどういうことがあ

ったのかという、報告書に書かれたものを説明をさせていただきました。そして、資料をもとにそ

の提言を受けての取り組みを説明させていただきました。経過、それから背景については、私はご

説明したものというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

そういうスタンスだということはよくわかりました。 

じゃ、続きまして、相撲クラブ指導者とスポーツ推進員の反省について。 

Ｙ中学校のいじめ報告書に書かれてるんですけども、今回のこの問題点っていうのが、要は、

１点目は相撲クラブ内の上下関係によるいじめの習慣化。相撲のため、大会出場のためという理由

で事件を隠蔽していること。教育基本法を曲げる相撲クラブと中学校との関係と、その後の確執。
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４点目は、「相撲のまち、糸魚川」という市と県の取り組みが、複雑に絡んでいたというふうに受

けとめております。 

気になるのは、よくスポーツ指導員とかが反省しているというふうに委員会とかで聞くんですが、

何をどのように反省しているのかっていうのは、確認とれてますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

学校側とクラブとの協議の中で、学校の教育活動を優先をして取り組んでいくということ、そし

て、ほかの生徒と同じように、何か連絡するときには、ほかの生徒と同じような連絡体制で行うと

いうことについて、運動クラブ側の方も了承され、そのとおり実施をされているということから、

今までのことについては反省をされ、取り組んでおられるものというふうに受けとめております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

隠蔽についての反省って、何かお聞きになってませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

隠蔽ということではなく、スポーツ推進委員にしてみれば、それについてすぐ話をするというこ

とについて、ちゅうちょしてしまったということを、私には、直接、話をしておりました。隠そう

としたわけではないけども、そこでちゅうちょをしてしまったということを言っておりました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

でも、報告書にはそうは書いてありませんけど。本人が事情を調査されて答えてる中で、そうは

書いてありませんよ。もしあれだったら、報告書読んでみてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

報告書ではＤ、Ｄというのはスポーツ推進委員ですが、はその後、Ｂ、被害の母親から歯が折れ

た原因を聞かれても事故が原因だと言い、また、Ｙ中の教諭らに問われても同様のことを言ってい

た。また、Ｃ、クラブ指導者ですが、それも、その日の夕方までには事実を知っていたにもかかわ
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らず、Ｂの母親には治療や保険会社との交渉の話をするだけで、けがの原因が、Ａが殴ったことに

よるものだということを報告しなかったということが記されております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ちゅうちょしたっていうことは、別に反省しているわけじゃないですよね。そこが問題なんです

よ。だけど、前の総務文教常任委員会の委員長とかは、行政は反省してる反省してるって、ずっと

言ってきたんですよ。反省してれば、もっと言えば、もう今、９月ですけども、学校とスポーツク

ラブと教育委員会でルールなんかもう、すぐできてていいはずなんですよ。それが、いまだに具体

的にルールづくりもできていないっていう、そういうことを考えると、本当に反省してるのかなっ

て、どうしても思っちゃうんですけど。何でですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

今ほどの件については、報告書に記載のとおりでもありますし、こちらの教育委員会の事務局と

しても確認をしております。 

ただ、被害に遭った被害者、また保護者のことを考えますと、知り得た時点で、事実を報告すべ

きであったということを私も思いますし、教育委員会事務局から、そういうことについての注意・

指導等を、お願いをしているものであります。 

これから、ルールづくりをしているところにおいては、今までの報告書の提言、そういうものを

受けとめたり、あるいは議会、また市民からたくさんのご指摘をいただいておりますので、そうい

うものを真摯に受けとめて、児童・生徒にかかわる大人は、教育委員会も含めて、学校・保護者・

関係する団体、そういうものが足並みをそろえて協議をしてまいる、また、対応していきたいとい

うことで話を進めているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

加害者と被害者が練習中のけがをしたことについては、っていうことにした、そういうことにし

たっていうのは、どういう背景があったかっていうことと、あとスポーツ推進委員が、相撲ができ

なくなるという考えで、けがよりも相撲のことを優先したっていう背景と、あと相撲指導者が被害

者の保護者に、練習中のけがにしていたことの背景っていうのは何だと分析してますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

個々のことにつきまして、それぞれの当事者にその背景についての聞き取り、あるいは分析をし

たものではございませんが、それぞれの立場において考えて行動されたものと思っております。今

の件につきましても、事実関係をしっかりと調査してから報告をしようということで、ちゅうちょ

していたという課長からの話もありましたが、そのためにはすごい時間があいてしまっている。そ

ういうところが問題でありますので、そこをうたわれてるわけでございますから、そういうことの

ないようにということでの注意も、お願いをしているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

何を答えたんですか、今。要は、今、言った子供たちの背景、スポーツ推進委員の背景、スポー

ツ指導者の背景、何で、今回こんな行動をとったかっていうその背景は、分析しなきゃ反省になら

ないでしょう。さっき言った、原因を押さえないと結果に通じないんですよ。何でやらないんです

か。確認してくださいよ。答えてくださいよ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

先ほどお答えしましたように、個々についての分析、また聞き取りはしておりませんが、これか

ら適正な対応をしていくために、またいじめを根絶するために協議をしてまいるところでございま

すので、関係団体からも協力をお願いするとこでございますので、そういう話の中で、しっかりと

対応してまいりたいと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ちょっと確認しますけど、あなた方はこうやって反省してるって言ってきたんですけど、相撲が

強い生徒を特別扱いしているように感じる報告書なんですよ。５月の時点でも、いじめがあったっ

ていうことが、ここに報告にあります。いじめられた生徒は、逆さづりにされてコンクリートの床

に頭を落とされたとありますが、要は逃げられない背景がある。また、その謝罪会で済ませている

こと自体、ちょっと疑問に思ってるんですけども、謝罪会で、５月の時点では済ませている。さら

に今度、９月に入って、この歯が折られた被害者が、加害者と一緒になって口裏を合わせてるわけ
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ですよ。練習中のけがということで。 

こうした事件を、学校も教育委員会も知っておきながら、被害者の保護者による指摘で、今回、

事件が発覚することになるんですけども、９月９日に、いじめとけがのことが判明して、市長の謝

罪会見が１０月２６日ですかね、定例記者会見で行われております。その間に、第１１回糸魚川市

総合体育祭、総合開会式において、優勝競技者表彰式で相撲クラブが表彰されております。コーチ

に対しても表彰されております。 

つまり、時系列で言うと、糸魚川市は、この被害者とその家族に対して、この流れを見てどうい

うふうに説明をされてきてますか。私、ちょっと疑問なんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

事件後、被害の保護者の方には、私どものほうでも面会をさせていただき、けがのことについて

もお話をさせていただきましたし、そして、今後のことにつきましても、話をさせていただいてお

ります。また、今も連絡もとり、お話をさせていただいておるところです。 

被害者の方の気持ちになってみると、大切な体を、永久歯を折るという重大なけがをしたわけで

すので、非常に、また保護者の方におきましても、子供の安全を考えていただけたのに、このよう

なけがをしてということで、非常に失望をされているところが多かったと思いますが、それについ

てもお話をさせていただいているところであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

そのいじめ発覚後に表彰をされてますよね。そういったものについて、保護者から報告したり何

か言葉とかいただいてませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

それについては、特にお話はいただいておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

教育委員会として、心痛みませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 



 

－ 126 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺孝志君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺孝志君） 

体育協会の表彰ですけども、８月に評議員会が終わった後に、その後のことですので協会に伝え

ているのは１０月に入ってからということになっておりますけども、その間に、やっぱり何らかの

配慮というところでしておかなければいけなかったのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

やっぱり最低限、被害者の方に了解を得るなり何なりすべきだったと思いますよ。 

何が言いたいかっていうと、やはり、そのクラブも学校も教育委員会も、この「相撲のまち、糸

魚川」ありきで、物事を全部運んできたんじゃないかっていうふうにとられますよ。いじめの最大

の問題点は、被害者の視点に立って物事を考えていくっていうことが大事なんですよ。あなた方、

いじめゼロ運動とか、学校でそういうこと、ずっと言ってきたんじゃないんですか。そういうキャ

ンペーンを張りながら、一方では当事者、大人ですよ、大人が隠蔽したり、その教職員とクラブの

確執があったことも、何か報告に上がってなかったり。今回のいじめが初めてじゃないですよね。

５月にもいじめがあって、謝罪会まで行ってるっていう、そういう事実に触れながら、今の結果で

すよ。これは、スポーツクラブも学校も教育委員会も、これ本当に反省して、ルールづくりなり何

なりしないと、ここでまた相撲クラブ、私、今、通告書に書きましたけど、続けるために何が必要

かと考えてるか、だから問うてるんですよ。それ言わないと、市民、納得しませんよ。いかがです

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

そういった状況を、報告書、専門委員会の皆さんは、教育委員会の姿勢が、教育基本法の精神に

違背するものではないかということは明白であると。教育委員会は反省するべきであるというふう

に、報告書にも記載をされております。 

それにつきましては、先ほど教育長の答弁にありましたように、厳しい指摘を真摯に受けとめ、

猛省をしているところであります。 

また、クラブが存続のことにつきましても、先ほど教育長の答弁にありましたように、ルールづ

くりと、そのルールの遵守が必要かというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

やっぱりそこで反省している姿勢を示すには、報告書を保護者に見せるべきだと思いますが、改
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めていかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

重ねての答弁になりますが、聴取された方々には、その報告書の内容についてはお知らせをいた

しましたし、お見せをいたしました。ですが、そうではない方々、保護者の全ての方々にその報告

書の内容全て見せるということについてよりも、それを受けてどのようにするのかということを第

一に、優先に考えておきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

じゃ、私も改めて言いますわ。さっきも言いました。原因・結果で考えた場合に、原因をきちん

と正しく認識しないと対応ができません。伝言ゲームみたいに言葉になると、そこにまやかしが出

たり、ぼやけてしまったりすることがございます。重大事案ですよ、重大事案。だから、第三者委

員会まで立ち上げて調べたんでしょう。原因を根絶するためには、やっぱりきちっと伝えるべきだ

と思うんですよ。 

改めて聞きます。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

専門委員会の調査報告書については、教育委員会としては、公開としております。 

その公開の手法につきましてはいろいろございますが、ホームページに載せる方法、議員ご指摘

のとおりでございますが、広報誌に掲載する、あるいは説明会等で周知をする、いろいろな方法の

中で、それぞれの内容によって、取り扱いをしているものでございます。今の件につきましては、

課長が先ほど申し上げたとおりでございます。 

どちらにしましても、いじめ根絶に向けては、児童・生徒の立場を第一に考えて、周りの者が対

応をしていかなければいけないということでございます。そのために、足並みをそろえて対応をし

てまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

事のレベルが違うんですよ。第三者委員会からは、教育基本法の精神に違背するというふうに指
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摘を受けてる内容なんですよ。だから、私もくどく言ってるんですよ。それぐらい自分たちに厳し

い姿勢で臨まないと、市民、納得してもらえませんよっていうことなんですよ。いかがですか、も

う一度。基本法ですよ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

厳しいご指摘がたくさんあることは、それは真摯に受けとめております。そのために、一丸とな

って取り組んでいるところでございますが、今ほどの、全ての行政文書を公開したものを、全てホ

ームページに載せるかどうかということについては、少し、今の件につきましては心配なところが

ありますので、載せていないというところでございます。重大事態にも、過去に載せているものに

つきましては、調査報告書全部ということではございませんで、要点と、それから、これからの取

り組みについての方針を載せているものであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

真摯に受けとめるという対応が、行動にあらわれなければ意味がないと思います。 

以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、保坂議員の質問が終わりました。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後３時３１分 延会〉 
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